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常夏 の 水着 ver.08 


正面 デザ イン 


パー カー 無し 


CHARACTER Profile 


背面 デザ イン 


mment from Illustrator 


二 枚 目 の 水着 と いう こと で 、 前 回 の ワン ピー ス よ り も 開放 的 な 雰囲気 を 目指 し て デザ イン し まし た 。 パー カー は 、 マ シ 
ユ ら し さも あり ます が 、 シ ナリ オ で の 登場 時 の 色々 な ロケ ーション に 合わ せら れる よう に 追加 し て いま す 。 (HAR) 
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殺生 院 キ アラ 


EEE ムー ン キ ャ ン サ ー [223 八 百 比 丘 尼 、 殺 生 院 リリ ィ 
| 性 中 女性 [FGO 深海 電脳 都市 SE.RA.PH」 よ り 
EN | হা 


E33 53kg? リリ イ 時 :31kg of 


Edc EX Ec Eas ES 
লন 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワダ アル コ 


主 な 登場 作品 :Fate/EXTRA CCC、Fate/Gran Order 
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y 
চা. See eM. 

ARDER HME NAN CSD, BO EME UES: 

চে YT. 


pzz এআ আচল = জল আজ TS | 
通常 の キア ラ 同 様 、 自 重 し て ラン クダ ウン し て いる 。 
ラン クダ ウン し て いる も の の [ABE] ETI に は 耐性 が あり 、 こ の お か げ で 死 の 仮面 の 即死 呪 調 か ら か ろう じ て 生 き 延 
び た 。 


通常 の 殺生 院 キ アラ より ラン クダ ウン し て いる 。 。 


=> 


た 者 は 不死 身 に な る と 
日 本 に お いて 人 人 魚 は 人 語 を 解 さ ず 知性 を 持た な い 、 た だ 「 人 の カタ チ を し た 魚 | と し て 伝え られ る 。 
つま り 魂 が な い の で ある 。 
殊 の な い 魚 を 食べ て も 殺生 に は あたら ず 、 少女 の 碧 願 は 微塵 た り と も 損なわ れ て は いな い 。 
の 数 が ひと つの 群 に 相当 する 数 で あっ て も 。 
余談 で は ある が 、 あ る 童話 作家 の 作品 で は 人 熊 は 人 と 同じ 知性 を 持ち な が ら 、 魂 だ けが な い 、 と も 書か れ て いる 。 
効果 と し て は 「HP 回 復 (リジェ ネ )」「 状 態 異常 回 復 ] 「 ガ ッ ツ 付与 ] 「 宝 具 成 力 アッ プ | と 体力 を 回 復 させ る も の だ が 、 使 
用 後 は 1 ター ン に 1 回 、 使 用 スキ ル の 効果 を 強化 する [ARROW] 効果 を 得る 。 これ に よっ て 他 の スキ ル の 効果 が 増大 
する 、 水 着 キ アラ ー 番 の チー トス キル 。 


た と え 、 食し た 人 人 魚 
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神通 力 ( 墨 ) : B (人 魚の 肉 で B+、Al 


羨まし い の か 、 ビ ビッ と きた の か 。 

も と も と は 普通 の 神通 力 だ っ た が 、 葛飾 北 斎 (セイ バー) の 小 粋 で お し ゃ れ な 神通 力 を 見 て 、 こ れ を マネ て し まっ た よう 
だ 。 

効果 は 同じ く 、NP 獲 得 と スタ ー 獲 得 。 


SSR: A (人 魚の 肉 で A+、A++ に ) 


は まぐ り ご で ん 。 

深海 に 棲 お 宰 獣 ・ 起 の 吐息 は 、 地 上 に 大 規模 な 城 …… 即 ち 坊 気 楼 を 出現 させ る と いう 。 

マー リン の MH] と 似 て いる が 、 こ ちら は 完全 に 人 を 堕 と す た め の 邪 な 幻 。 

効果 と し て は 敵 全員 に 必中 を 解除 する IR 200. 味方 全員 に 回 避 を 付加 、 敵 全体 の 防御 力 ・ ア ー ツ 耐性 を ダウ ン さ 
せる 。 

[幻惑 ] され た 敵 は キア ラ の 攻撃 を か わせ ず 、 ま た 、 幻 に 囚われ て いる た め キ アラ に 攻撃 を 当て られ な い 。 


ニル マー ナラ ティ ・ ペ ブシ ンズ フォ ー bh; , 

魔性 昔 薩 と な っ た 殺生 院 キア ラ は その 常 の 上 に 穴 生 を 乗せ 弄 ん だ 。 この 宝 具 は その 亜 種 で ある 。 

菩薩 の 霊 基 に は 至っ て いな いも の の 、 幻 を 見 せる 最大 級 の 神 獣 ・ 七 を 食べ た 事 に より 、 大 規模 な 範 団 で の 異 界 化 を 可能 
と し て いる 。 

わか りや すく 言う と 殺生 院 大 魔 海 。 
BPRS 「 幻 の 都 ] に 対象 を 取り 込み 、 現実 と 幻 の 境目 を な くし 、 WRB DES, すなわち 『 紀 で も 満た され る 
の な ら そ れ で いい と 感じ た 時 、 彼 ら を 幻 に 帰依 させ ( 幻 と 同じ 存在 階 欄 に し て し まう ) 、 現世 の 生き 物 で な くし て し ま 
Do 

その 後 、「 そ の よう な 塵 の 如き 幻 は あっ て も 仕方 が な か いと いう も の ] と 優し く 微笑 ん で 、 吐 息 で 吹き 飛ば し 、 幻 の 都 ご と 
人 間 だ っ た も の た ち を 邑 散 させ て し まう 。 


また 化 楽天 と は 『 神 」 で は な く 「 界 ] を 表す 言葉 で ある 。 
坪 気 楼 を 食べ た 菩薩 は 、 そ の 名 の 通り 、 欲 界 の 楽 土 と 成っ た 。 


精神 異常 特攻 宝 具 。 精 神 異常 系 の 状態 が 重 な れ ば 重なる ほど ダメ ー ジ アッ プ 。 
また 人 微 8 な が ら 即 死 効 果 も 持つ 。 


BEI 一 2 状態 の 宝 具 は キア ラ ら し い が 、 同 時 に [ARIE] DBTERHESEYITIL. 
ES で は 魔性 菩薩 (Ever) と し て の 本 性 を あら わ に し た 、 神 々 し い が 邪 悪 な ビジ ュ ア ル と な る 。 


WAM (UU 85) 

わた し 〇 〇 さん / そ ちら 男性 / 女 性 / あ の 方 

マス ター さん ノ マ ス ター の お 兄さん マス ター の お 姉さん 

画 人 称 (オト ナ 時 ) 

私 (わた くし) 買 方 つ 〇 〇 さん / 〇 〇 様 (相手 が 神 フ ラス の 場合 ) あの 方 皆様 
買 方 さま / マ スタ ー 


〇 性 格 (リリ ィ 時 ) 

周り を 楽 な 気持 ち に させ る 事 を 良し と する 、 和み 系 美 少 女 。 

困っ て いる 人 や 弱っ て いる 人 か ら 話 を 聞き 出し 、 そ の 気持 ち を 楽に し て あげ た いと 考え る 聖女 の 卵 。 

人 を 馬鹿 に し た りく さ し た り する 事 は な く 、 相 手 が ど ん な 人 間 で あれ 真 撃 に 話 を 聞こ うと する 。 
自分 は まだ 幼い の で あく まで 苦し みや 悩み を 聞く だ け に と ど め る が 、 そ れ だ け で も 何 か の 助け に な る は ず だ 、 と 行動 す 
る 。 
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真面目 で 思い や り の ある 女の子 。 た だ の 天使 か 。 

た だ 、 こ う 見 えて 行動 力 と 好奇 心 、 そ し て 観察 力 の 塊 な の で 、「 悩 ん で いる 人 を 見 逃さ ず 、 見 つけ 次 第 話し か け て し ま 
う 、 と いう マイ ナス 面 も ある 。 

[こん に ち は 。 困っ て いる コト は あり ませ ん か ?] 

「 あ る の で すね 。 分 か り ま す 。 で は お 話 を 聞か せ て くだ さい ] 

「 ご き げ ん よう 。 みた と ころ ピン チ で すね ? 1 

「 ふ 3 か 。 ご 相談 に 乗り まし ょ う 。 ど う ぞ 、 な ん で も 打ち 明け て くだ さい ] 

と いっ た 挨拶 が 日 常 的 に な っ て いる た め 、 見 よう に よっ て は 「 不 幸 の コレ フタ ー」 に 見 えな い コ ト も な い 。 


リリ ィ 時 は 記憶 を 失っ て いる の で (そう いう プレ イ な の で ) 、 基本 的 に は マス コッ ト 役 に な る 。 

リリ イ が 覚え て いる の は 

「 自 分 が 人 魚の 肉 を 食べ て サー ヴァ ント に な っ た コト 」 

「 困 っ て いる 人 を 少し で も 手助け する の が 願い (誓願 ) で ある コト 」 

と いう 二 点 の み 。 

その 上 で 、 特 異 点 修復 に や っ て きた 主人 公 の 状況 を 一 目 で 看破 し 、 真 相 究 明 の た め 行 動 を 共に する 。 キア ラ と し て の 記 
憶 は 封じ て いる の で 、 自 分 が 黒幕 の ホラ ー の 片 翼 で ある 事 、 黒 幕 が 徐福 で ある 事 は も ちろ ん 知ら な い 。 

リリ イィ の モチ ベー ショ ン は レイ ク を 支配 する 殺人 ルー ル の 解除 、 そ し て 悪い 男 ( 女 ) に 騙さ れ て いる マシ ュ を 助け る 事 で 
ある 。 

また 、 ち ょ くち ょ く 元 の キア ラ に 戻る が 、 戻っ た 時 の 記憶 は リリ ィ に は 受け 継が れ な い 。 

リリ イィ が 自分 の 正体 を 知る に は 、 リ リ イ の 時 に 真相 を 解明 し 、 自 分 で 理解 し な は く て は いけ な い の だ 。 


最終 的 に 自分 が 殺生 院 キア ラ で あり 、 オ トナ に な る と 魔性 菩薩 に な る 事 を 知る が 「 な る ほど 一 と 特に ショ ッ ク も な く 納 
得する 。 

な ぜ ? と 質問 する と 、 

「 わ た し が どん な わた し に な ろう と 、 困 っ て いる 人 を 楽に し て あげ て いる 、 と いう の は 変わ ら な いよ うな の で 一 と 返答 。 


リリ イィ も リリ イィ で 、 根 っ この 部 分 で 「 他 人 を 楽に する ] と いう 事 の 本 質 が ずれ て いた 、 と いう オチ 。 
(「 他 人 を 苦し みか ら 救う } つ も り は な く 、 た だ 「 楽 に し て あげ た い 」 だ け な の だ ) 

「 わ た し 、 皆 さん が 楽 な 気持 ち に な る の も 好き で すけ ど ] 

「 皆 さん が 苦し ん で いる 姿 を 見 る の も 、 嫌 いで は あり ませ ん よ ?] 


〇 性 格 ( オ トナ 時 ) 
人 魚の 肉 を 食べ 、 八 百 比丘 尼 を 名 乗 ろ うと 殺生 院 キ アラ の 性 格 に 変化 は な い 。 
「 こ の 世に 人 は 我 ひ と り 。 
虫 の 善悪 な どど ちら も 等 価 。 ど の よう な も の で あれ 慈しみ 、 癒 や し 、 愛 し まし ょ う や ーー 
も っ と も 、 そ の 「 愛 | は キア ラ 自 身 を 歓 ば せる も の で し か な い 。 その 巨大 な 愛 は 当事者 に と っ て は 救い で あっ て も 、 BH 
者 か ら 見 れ ば 弄 ば れる だ け の 地獄 に す ざ な い 。 
[救世 主 | 上 と し て の 才能 を すべ て 自分 の 快楽 の た め だ け に 使う 魔性 の 存在 …… そ れ が 殺生 院 キア ラ で ある 。 
ডিম な の だ が 。 今回 は 色々 あっ た の か 、 普 段 よ りほ ん の わずか だ け 周 囲 の 目 を 気 に し て いる 。 八 百 比丘 尼 と し て の 在り 
方 が 多少 な り と も 彼女 に “自粛 "を 与え た の か も し れ な い 。 


リリ イィ か ら オ トナ に 戻る と 事件 の 真相 を すべ て 把握 し て いる の で 、 主 人 公 た ちの 七転八倒 が 長く 続く よう に 悪役 ムー ブ 
を し つつ 、 レ イク で 起き る 惨劇 を 200% 愉 し ん で いる 。 
と は いえ 、 最 終 的 に は 元 の 環境 を 良し と し て いる の で 、 最 後 の 最 後に は カル デア 側 の サー ヴァ ント と な る 。 
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〇 設定 

[水着 霊 基 も 楽し そう で すね ? | な ん て 軽い 気持 ち で 水着 霊 基 に な っ た 殺生 院 キア ラ 。 

レイ ク に 起き た 異常 を 感知 し 、 ち ょ っ と 遠 定 気分 で 単独 顕現 し た と ころ 徐福 の 死 の 仮面 に 襲わ れ 、 消滅 。 

গাতত と 思わ れ た が 、 徐 福 の 攻 撃 が 即死 系 だ っ た の で 消滅 に は 至ら ず (単独 顕現 に より 、 即死 系 に は 面 性 が ある ) DOT 
自分 が 敗北 し た と いう マリ アナ 海溝 に リス ポー ン 。 

そこ で 神 獣 で あり 大 怪異 で も ある ছু! の 化石 を 発見 し 、 つ まみ 食い 融合 。 

海底 か ら 地 上 に 戻る 中 、 深 海 で 人 魚の 村 を 見 つけ た の で つい で に 人 魚 属 性 も 取り 入れ 、 

「 ど う せ 復活 する な ら 幼 少 期 か ら や り 直し て みよ う ! J 

と いう ろく で も な い 思 いつ き で 少女 の 姿 で 再生 し た 、 ハ イ ・ サ ー ヴ ァ ン ト 。 

少女 状態 (リリ ィ ) で は 記憶 を 失っ て お り 、 自 分 の 名 前 も 分 か ら な い 、 と いう 設定 に し て ある 。 その た め 、 リ リィ 時 は 自 
分 を 八尾 比丘 尼 の 疑似 サー ヴァ ント だ と 思っ て いる 。 


徐福 へ の 仕返し に レイ ク に 戻っ た キア ラ は 量 気 楼 の 力 で レイ ク の B 面 を 乗っ 取り 、 デ ス ・ ゲ ー ム の ルー ル は その まま で 
自分 が 楽し い 環境 に 作り 替え て し まう 。 

B 面 に いる 偽 主人 公 (徐福 ) が 「 こ の 事態 を 解決 し よう 」 と 言い 出す の は 、「 レ イク の 真相 を 暴く の で は な く 、B 面 を 乗っ 
取っ た 何者 か を 倒さ な く て は 」 と いう 焦り か ら 。 


キア ラ が リリ イィ に な っ た の は 面白 いか ら で は ある が 、 徐福 の 目 を 歌 く た めで も ある 。 

リリ イィ 時 は 本 気 で 主人 公 の 助け に な ろう と し 、 ピ ンチ の 時 は 魔法 の コン パク ト (貝殻 ) で キア ラ ポ リ ス (BERT) に 変身 
し 、 悪 を 倒す 。 

た だ し 、 キ アラ ポリ ス に な る と すべ て の 事情 を 察する の で 、 カ ル デ ア を 助け は する も の の 主人 公 (BW) ICSE DEIR, 
塩 対応 、 と いう こと に 。 


〇 リリ イィ と キア ラ 、 変身 の タイ ミン グ 

リリ イ は 魔法 の コン パク ト (貝殻 ) で オト ナ に 変身 する 。 

リリ イ は オト ナ の 時 の 記憶 は 持て ず 、 リ リ イ に 戻っ た 時 、 オ トナ 時 に 起き た 事 は 何一つ 分 か ら な い 。 一 方 、 オ トナ 時 は 
リリ イ で の 記憶 も 持っ て いる 。 


BER: : りん ば ぱん に レイ ク で みか ける 貞 激 で 清 破 な キア ラ 。「 リ リィ の お 母さん で すか ? | と 言わ れ て 笑顔 で 殺意 マッ 
クス に な る よ 。 

夜 パ ー ト 、 ピ ンチ に な っ た 時 に リリ ィ が 変身 する 姿 。 キア ラ ポ リ ス 。 

ナリ オク ライ マッ クス 、 本 性 と 設定 を 明らか に し た キア ラ 。 ボス の ひと り 。 


人 人 魚の 肉 を 食べ て 不死 身 に な っ た と いう 尼僧 、 八 尾 比 丘 尼 を 名 乗る 。 
復活 の さい 、 海 か ら 出 て くる 時 に 人 魚群 を 一 匹 残ら ずい た だ いた と 思わ れる 。 


E 

便 気 楼 。 古 代 中 国 、 日 本 に お いて 、 地 上 で 起き る 幻 (EU) の 原因 と され た 神 獣 。 

海底 に 棲 お 巨大 な 貼 で 、 こ の 崎 か ら 出 る 吐息 (気泡 ) が 地上 に 出 て 者 気 楼 に な る 、 と いわ れ て いた 。 

BSD [tk] は 楼 半 を さして お り 、「 遊 郭 の 如き 城 を 地上 に 出現 させ 、 幻 の 都 ・ 幻 の 快楽 で だ 人々 を 惑わ せ た の で し ょ う 、 
そ わ か そ わ か ] と 殺生 院 書房 の 絵本 に は 書か れ て いる 。 

は じ め キ アラ が 取り 入れ た 要素 は [人 象 | と 思わ せる が 、 本 命 は TE] の 方 で ある 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
殺生 院 キア ラ の 性 格 は 何 が あろ うと 変化 は し な い が 、 水 交 霊 基 、 そ し て 一 度 も 体験 する こと の な か っ た サマ ー ヴ ァ カ ン 
ス の 楽し さ が 、 キ アラ の 属性 を 混 沖 ・ 悪 か ら 秩序 ・ 悪 に 変化 させ た 。 

目 に 付い た も の すべ て を 欲望 に 変換 する 、 と いう 事 は な く な り 、 困 つて いる 者 ・ 苦 し ん で いる 者 を 優先 的 に 、 優 し く 欲 
望 に 変え まし ょ う 、 と いう 方 針 に な っ て いる 。 

と は いえ 、 最 終 的 に は 人 生 を 台無し に され る の で 、 致 死 性 の 毒 が 遅 効 性 の 毒 に は っ た だ け の 話 。 

普段 の キア ラ は マス ター が 依存 し て こない か ぎり 手 は 出さ な い が 、 水 着 キ アラ は 自分 か ら マ スタ ー を 誘惑 する 。 

水着 キア ラ の 誘惑 に 負け て 恒 気 楼 に 落ち て し まえ ば パッ ド エ ン ド を 待つ だ け だ が 、 多 少 優し く ・ 温 か く ・ そ し て 悪 食 に 
な っ て いる た め 、 一 度 や 二 度 の 過ち で は デッド エン ド に は な ら な い 。 バッドエンド か ら 復帰 する チャ ンス くら い は くれ 
る よう だ 。 


o 


それ は この 世 の も の と も 思え め ぬ 桃源 郷 。 す り 鉢 状 の 螺旋 海溝 。 
竜宮 城 も か く や と いっ た 、 深 い 深 い 海 の 底 。 


[BW 72014 00086158০0০ 
苦楽 に 迷う 地上 より 、 夢 幻 に 惑う 地獄 を 選ば れ た の で すね ?」 


風 の よ うに 、 夢 の よ うに 、 FOESIZ, BLUBDWEES. 
RICE TER. RITE DTS LABLIOM FE]. 
も う 地 上 に 戻る 道 は な く 、 戻る 必要 も な く な っ た 。 


「 ほ ら 、 小 指 の 先 に 掴ま っ て ? 
買 方 さま が 求め る 夢 、 歓 びあ る 楼閣 まで 
摘 ま ん で いっ て 差し 上 げ ま し ょ う 


J 


ODIA. 苦し み も な く 、 自 由 も な く 、 
女 は 思う が まま 、 躍 の その 喜 怒 嘉 楽 を 消費 する 。 
すばらし い 。 も っ と いた い 。 

だ まさ れ た 。 だ し て ほし い 。 

お そろ し い 。 も っ と ほぼ し い 。 

お ね が いし ます 。 だ し て くだ さい 。 
何もかも が 許さ れる 、 掌 の 上 の 極楽 浄土 。 


F ええ 。 
どれ ほど の も の で あろ うと 躍 の 一 噛み 。 
これ か ら 永 遠 に 続く 退屈 な 午睡 の 、 刺 激 に な っ て くだ さい まし ね ?」 


婚 声 も 絶望 も 、 等 し く 無力 な 海 の 泡 。 
女 の 望 み を 叶え る 、 玩 具 な ら ぬ 衆生 願 具 。 


と う げ ৮৫৯৯০ け 6 く か ん じょう 


「 投 杯 得 仏 、 化 楽 港 頂 ……… 一 皮 奴 け ば すべ て 幻 、 ど う ぞ 、 身 も 心 も 私 に 


と くり 、 と ろり と 安寧 の 底 。 ニ ル マ ー ナ ラテ ィ ・ へ ブン ズ フ ォ ー ム ] 
「 え え 、 せ っ か く 夏 で す の で ? 
ふ ふ 、 可 愛らしい こと …… 仕 事 も 未来 も 恋人 も 、 今 は パタ リ と この よう に 。 
さあ わた く し の 御殿 に 参り まし ょ う ?」 
[BW WER? 却 の 向こう は 女 の 掌 、 壁 の 如き 大 合掌 ーーー 
二度と 現世 に は 還 し ませ ん わ ] 
菩薩 の 救い を お 求め で す の ね ? 
Bu DI! 落ち た る 先 は 化 楽天 、 獲 物 を 捕らえ る 女 の 地獄 。 
(ふぅ 一 、 と 沿 の 上 の 虫 に 吐息 を 吹き か ける ) 
この 楼閣 が 、 皆 様 の 仏 士 で ご ざい ます ] 


OlFateGO| に お ける 人 物 像 
2020 年 の 夏 イ ベン ト 、「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー キャ ンプ | に 登場 。 

今年 は 山 で キャ ンプ だ ! と 山 に 繰り 出し た カル デア ー 行 。 

だ が その 山 は 呪 わ れ た ホラ ー マ ウ ン テ ン だ っ た 。 

昼間 は キラ キラ し た クリ スタ ル な レイ ク 、 

だ が 夜 は サー ヴァ ント で すら 「 死 ん だ ら 死 ぬ ] と いう か つて な い 恐 怖 と 緊張 感 が アナ タ を 襲う 。 さっ そく 第 一 の 犠牲 者 に 
な っ て 死亡 し た が 、 真 祖 な の で 死ぬ 事 な く キョ ン シ ー と し て 蘇っ た 廣 美人 (今年 の 配布 サー ヴァ ント ) を 相棒 に し て 、 主 
人 公 は 魔 の 七 日 間 を サパ バイ パル する 事 に 。 


「 七 日間 生き 抜か か いと レイ ク か ら は 帰れ な い ] 

「 夜 に な る と 古典 名 作 ホ ラー を 模 し た 殺人 鬼 が や っ て くる ] 

(IPRS MAH * গুঞ্জ 2") ৰ, FE. FP SUU 1. S-ADEN LIMEATRABTN 
「 あ きら か に どん どん 深 湯 化 し て いく 悪い 子 ア ビー』 

「 い っ た い 犯 人 は 、 そ し て パカ ッ プ ル 大 学生 役 に 選ば れ た シグ ルド と プリ ュ ン ヒル デ の 運命 は 」 


[ 王 刻 も 早く 私 を 生き 返ら せる の よ 後 募 
いま 、 虎 美人 パイ セン の パイ セン ムー ブ が カル デア を 救う 希望 と 信じ て 


「 ま あ 。 これ は これ は BB さん 。 ふつ つか な 新人 ムー ン キ ャ ン サ ー で す が 、 よろ し く お 願 いし ます 。 
な ぜ か は 分 か り ま せん が 、 「 月 を 侵す 」 と いう 分 類 で あれ ば 私 も その 資格 が ある よう で す 。 な ぜ か は 分 か り ま せん が ( 笑 
BMC. 得手 は 異な り ま す が 、 ど ちら も 意識 を 無限 に 拡大 し て いく も の に 違い な く 。 先 に 天 の 河 を 越え て いく の 
は どちら で し ょ う ね ?] 
アビ ゲイ ル 


「 わ た くし が 言う の も な ん で す が 、 ふ おぉ 一 りな 一 ? CID? あの 手 の サ ー ヴ ァ ン ト を 招く の は 危険 か と 存じ ます 。 
その 中 で も アビ ゲイ ル さ ん は 特別 、 深 いも の を 感じ ます 。 御 仏 の 手 の 届 か な い 外 の 宇宙 …… 興 味 は つき ませ ん が …… 
あ 、 い え 、 別 に あの 可愛 い ! を 極め た 水着 が 羨まし い 訳 で は な く ……」 
カー マ 
「SuS\。 あ の 驚い た 顔 、 あ まり に 可愛 らし く て つい 笑っ て し まい まし た 。 
TH トナ 枠 が ご 自分 だ け だ と 思っ て いた よう で 。 
"私 た ち は 人 を 愛す る 獣 の 左 と 右 。 一 方 が 行う 事 は 、 も う 一 方 も で き て 当然 で は あり ませ ん か ?] 
人 魚 姫 の 作者 
「 リ リィ の 時 の 出来 事 ま り リ ィ に な ら な いと 思い 出せ な い の で よく 知り ませ ん 。 
いえ 、 知 る 必要 も あり ませ ん し 、 ど ん な 就 末 か も 想像 で きま す 。 
呼ば れ も し な い の に 特異 点 に いて 気まま に 活動 する ば か りか 、 特 に 活躍 も し な か っ た の で し ょ よう? 良く も 悪く も 読 
者 の 心 を 惹き つけ る くせ に 、 読 者 が 本 当 に 望む も の は 最期 に な ら な いと 与え な い ーーー そ うい う 天 邪 史 な ん で すか ら 」 
乙姫 
[浜辺 で 成 し た 小さ な 善行 が 、 若者 の 人 生 を 大 きく 狂わ せる …… あ あ 、 共感 し か あり ませ ん ……。 桃源 郷 と 人 外 魔境 は 紙 
一 重 。 絵 に も 描け な い 残 酷 さ と は まさ に この こと 。 
竜宮 城 コ ラボ 、 お 待ち し て お り ま すね 次 
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N 
キア ラ は 無理 や り に で も 理由 が つけ ば か わい い 服 を 着る タイ プ の 女 だ と 私 が 嬉し い の で す 。 こ ちら の 貝殻 と た パール の ビ 
キ ニ が サイ ズ ぴ っ た りな だ け で すし ? お 花 は パレ オ に た また まつ いて まし た し ? みつ あみ は 暑い か ら で す し ? BS 
FL? 水 で すし ? 少し くら い 羽 目 を 外す こと も あり ます し ? そん な 一 臨 。( ワ ダ アル コ ) 
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大 人 アン デル セン と 並べ た と き は 小さ く て 細く て 仕方 な く 庄 護 せ ざる を 得 な い 感 じ に 。 子供 アン デル セン と 並べ た と き 
は キア ラ の ほう が 背 が 高く て お ね えさ ん ぷっ て て 今にも 喧嘩 し そう な 雰囲気 が で た らい いな ~ な ん て 感じ な ー! ぱんつ তু 
味 ある 水着 が か わい く 描け た と 思い ます 。( ワ ダ ア ルコ ) 
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設定 作成 : ひ ろ や まひ ろ し キャ ラク ター デザ イン : ひ ろ や まひ ろ し 
CV: 门 脑 舞 以 & 高 野 直子 


主 な 登場 作品 :Fate/kaleid liner プリ ズ マ ※ イ リヤ ほか 


Al == | 


| 


a 


| 
クラ スス キル | 
対 魔力 :A | > 
転身 中 の イリ ヤ に 付与 され る 強力 な 魔術 障壁 7 / 
A ラ ンク 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 SIE 
現代 の 魔術 師 で は 、 夏 休み に 浮か れ た 小学 生 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 PS 


マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 
ラン ク B な ら ば 、 マ スタ ー か ら 離 れ て 一 泊 二 日 くら い の 旅 行 は 余 格 。 


無限 の 魔力 供給 :C 


カレ イド ステ ッ キ か ら 文 字 通 り 無限 の 魔力 が 供給 され る 。 
体重 の 微量 な 増加 は 、 過 剰 な 魔力 供給 に よる も の で は な いか と イリ ヤ は 曲 ん で いる 。 


EN? 


ちな み に 水 と は 言っ て いる が 、 実際 に は ルビ ピー が 魔力 を 何と な く 夏 っ ぽい 感じ に 加工 し た 何 が で あり 、 そ の 時 々 で ノ ズ 
ル か ら 出 て くる も の は 変わ る らし い 。 


な ん で も で きる ( 気 が す る ) し 、 時 間 は 無限 に ある ( 気 が する ) 。 
8 月 末 く らい に な る と 弱体 化す る 。 


皮膚 接触 は も ちろ ん 、 撮 発 し た 成分 を 吸い 込む だ け で も 効果 を 発 押 
「 で す が 高度 な 選択 毒性 に より 、 イ リヤ さん に は 無害 どこ ろか 集中 力 と か UP する お まけ 付き で す よ 員 
ヒュ ドラ も ドン 引き する よう な 成分 で ある が 、 完全 無害 と の こと な の で 親御 さん も 安心 で ある 。 


ZN QA の 


少女 よ 果 に な れ 


少女 よ 尋 に な 


プリ ズ マ 交 ス プラ ッシュ レイ ン ボ ー! 
人 生 に 一 度 し か な い 、 小 学 石 年 生 の 夏休み 。 
হি? を 、 何 年 も 延長 し て きた イリ ヤ が 至っ た 夏 の 悟り 。 


この 世 の す べ て に は 終わ り が ある 。 

何 か を 始め た その 瞬間 か ら 、 終 わり に 向かう カウ ント ダウ ン も また 始ま る の だ 。 

手 に 入れ た 宝物 も 、 そ の 時 の 感情 も 、 大 切な 記憶 も 、 き っ と いつ か は 消え て し まう 。 

けれ ど 和 失う こと を 恐れ 秒針 を 止め て し まっ た と し て も 、 手 の 中 の 宝物 は くす ん で いく ば か り だ 。 
だ か ら わ た し た ち は 、 止 まる こと は で き な い 。 

何 か を 失い な が ら 、 何 か を 終わ ら せ な が ら 、 未 来 に 向かっ て 歩ん で いく ん だ 。 

落と し て し まっ た 古い 宝物 は 星座 と な り 、# 


4 と か な ん と か 、 人 生 の 大 切な 教訓 めい た 何 か を 得 て し ま っ た 。 

そう いう の は も っ と シリ アス な 本 編 と か で 悟っ て 欲し い 。 

と も あれ イリ ヤ は 、 夏 の 思い 出 と か みん な と の 絆 と か 、 な ん か そう いう も の を 力 に 変え て 「 プ リズ マ 区 イリヤ スプ ラ 
ッシュ レイ ン ボ ー 員 へ と 転身 する 。 

夏休み を 終わ ら せ る と いう 覚悟 が 別 時 間 の イリ ヤ を 呼び 寄せ 、7 倍 の 時 間 密 度 を 持つ 光 弾 と な っ て 停滞 する も の を 打ち 
破る 。 


新 学 期 か ら は 頑張 ろう 。 


〇 性 格 

通常 イリ ヤ と ぼぼ 一 緒 。 

な の だ が 、 水 着 霊 基 に より いつ も より や や テン ショ ン が 高く 、IQ と 幸運 が 低下 中 。 
要 は コメ ディ モー ド の イリ ヤ さ ん で ある 。 

体 と 頭 が 夏 に な っ て し まっ た イリ ヤ は 、「 夏 休み を 全力 で 遊び 倒す ] こと を 至上 命題 と し て いる 。 
な お 理性 と と も に 食欲 の タ ガ も 若干 外れ か か っ て る らし く 、 や た ら 食 べ 物 の 話 を する と か 。 
基本 的 に な ん で も 食べ る 。 ご は ん お いし い 。 

ルビ ピー は ホー スリ ー ル & ノ ズル 形態 「 ス プラ ッシュ モー ド ] に 移行 中 。 

見 た 目 は 変わ っ て も 、 相 変わ ら ず パタ パタ 勝手 に 飛び 回 り 、 場 を か き 乱 迷惑 さ は 健在 。 

あと カー ド は 自室 に 置い て きた 。 


〇 マス ター へ の 態度 
通常 イリ ヤ と 同様 だ が 、 よ り 気 安い 感じ に 。 

お 仕事 の こと は と りあ え ず 置い と いて 、 今 は と に か く マ スタ ー さ ん と 遊び た い ! 
いつ も の 優等 生 が ぷり は 少し 抑え て 、 夜 ふか し も 辞 さ な い 覚悟 。 

遊び 疲れ る と 突然 寝る 。 


〇 台詞 例 

イリ ヤ 「 今 回 は 魔法 少女 じゃ あり ませ ん 。 た だ の 水着 少女 で す ] 

イリ ヤ 「 夏 休み は 終わ ら な いし 、 食 べ て も 太ら な いし 、 サ ー ヴ ァ ン ト っ て 最高 で は ?] 
イリ ヤ 「 殺 人 鬼 が いる の に 、 み ん な どう し て 冷静 な の ……!?] 


ルビ ー「 水 っ ぽい も の な ら だ いた いな ん で も 出せ ます よ ! 効果 は 保証 し ませ ん が ] 
ルビ ー「 お お っ 、 こ れ は 血 の 跡 ? で は ルミ ノー ル 溶 液 を プシ ャ ッ と ] 
ルビ ー「 ル ビー ちゃ ん を 疑う と は 失礼 な ! わた し だ っ た ら 絶 対 毒 殺す る の で 違い ます 


x” E \ 


OlFateGO| に お ける 人 物 像 

জাত! 湖 だ ! キャ ンプ だ ! 

レク リエ ーション に 負え て いた と ころ に 降っ て 湧い た イベ ント 。 

特異 点 と か 良く 分 か ら な いけ ど 、 大 切な 仲間 た ちと 過ごす 夏 の キャ ンプ っ て こと だ よね ? 
ああ きっ と それ は 、 忘 れ ら れ な い 思い 出 に な る = 


だ が 残念 、 今 回 は ホラ ー 回 だ 。 
そし て イリ ヤ は 絶叫 係 だ 。 
殺人 叔 が 出 た くら いで は 驚き も し な い 剛 の 者 に 囲ま れ て 、 ひ と り 喉 を 酷使 し て 欲し い 。 
声 と 涙 を 枯らし て 、 そ れ で も きっ と イリ ヤ は エン ディ ング へ と た どり 着く 。 
だ っ て 彼女 に は 、「 ホ ラー 物 に お ける 子供 ] と いう 生存 フラ ブ が ある の だ か ら 


〇 通常 武器 
マジ カル ルビ ー・ ス プラ ッシュ モー ド 
気軽 に 水 っ ぽい も の を 噴射 する よう に な っ た た め 、 い つも より 迷惑 度 が アッ プ し て いる 。 


〇 因縁 キャ ラ 
クロエ ・ フ ォ ン ・ ア イン ツ ベ ル ン 

な ん か も の すご 一 く 羨 まし そう に わた し の 水着 を 見 て くる ん だ けど ……。 
美 遊 ・ エ ー デ ルフ ェ ル ト 

水着 、 一 着 貸し て あげ よう か な ? 

A. HOP TIA! 

いい 反応 し て くれ そう 

シト ナイ 

あの 、 水 着 と か に 興味 は …… い 、 い えっ ! な ん で も な いで す 

アビ ゲイ ル ・ ウ ィ リ アム 

押忍 ! 先輩 ! 

マス ター に 構っ て も ら え る 悪い 子 ハ ムーブ を 教え て 欲し いで す ! 


Fate/Grand order 


1、 ら 再臨 の ホー スリ ー ル と リュ ッ ク と タン ク は 金具 で 固定 。 
同 デ ザイ ン の フタ タン ク が 上 に スラ イド すれ ば 
すぐ 抜け ます . 


ノズル 側 と 同 デザ イン 


リュ ッ ク か ら す っ ぽ め ぬけ て 突撃 形態 に 移行 
ルビ ー ノ ズル は つい た まま で も 外れ て て も 


毛皮 で は な く タ オル 地 で す 


シュ シュ に 
黄色 い 水 玉 
追加 し まし た 


正面 


048 


一 番 上 の ボタ ン 外 れ て ます , 
下 に 履い て る パン ツ は 
第 3 再編 と 同じ も の 


サン バイ ザー は 半 透 明 素材 
白い ルビ ー ロ ゴ の 所 は 不透明 の プリ ント で す 


腕 に つけ る タイ ブ の 


050 


ルビ ー (スプ ラッ シュ モー ド ) 
第 一 ・ 第 二 段 階 時 設定 


ぼ こ っ と 出っ張っ た 
星 レ リー フ 


放水 時 は ゼル レッ チ 部 分 が 


ホー ス 外 し て 
自立 飛行 で きま す 


Al レバ ー を 回 す と 青色 部 分 も 連動 し て 回 り ま す 


052 


持ち 手 を 伸ばし て 


ルピー ノズル は ৮৯ 


カー ト 状 態 に で きま す 


ジェ ッ ト ボ 水流 で 難 ぎ 払う 


上 二 一 儿科 


oe 


、 雨 降 ら せ つ つ 傘 で くる くる 攻撃 
7 

at 7//% 
NEAL 


(see e) 
/ 


JA ¥ 


カー ト 状態 で 突撃 


A, Joe 


リー ル ぶ ん まわ し か ら の 


叩き つけ 


a 


E 
= E. TA 


ZN 


な ん と な く 髪 に グラ デ 入 れ て ます が 、 
無く て も 良い か も し れ ま せん 


ステ ッ キ 、 魔 力 羽 は 
イリ ヤ 3 段 階 目 の も の と 同じ 


宝 具 コス チュ ー ム 


キラ キラ と 光 を 
€₹ 反射 する 素材 で す 


= 


< 


€ 伸縮 する や や 厚手 の タイ ツ 素 材 
シワ は ほぼ で ませ ん 


ie 


CHARACTER Profile 


レー スパ ター ン 


LA 


Comment from Illustrator 


夏 + ア ー チ ャ ー と いう こと で 、 何 か 射出 する も の を 考え な きゃ な ら な か っ た の で す が 、 も う あ り と あら ゆる ネタ が 出し 
尽く され て る 気 が す る よ ! と いう わけ で ウン ウン 悩ん だ 結果 の ホー スリ ー ル 。 ルビ ー が ます ます 気持 ち 悪く な っ た と 好 
す 。 謎 の 猫 の 被り 物 は 、 毛 広 で は な く タ オル 地 。 第 一 再 暇 の 初期 神 は ラッ プ タ オ ル 一 本 と いう 大 変 潔い スタ イル だ 
っ た の で す が 、 何 故 か ボス の 認可 を 得 ら れず 。 く そう 。 表 情 差分 は いさ さか 作り すぎ た 感 も ちり ます が 、 シ ナリ オ に お 
ける イリ ヤ の 役割 上 、 必 要 そ うな 顔 を 描い て いっ た ら こ うな っ た と いう 感じ で す 。 すべて 効果 的 に 使っ て いた だ き 、 感 
謝 で あり ます 。 (ひろ や まひ り ひろし ) 


具 カ ラー 設定 


胸元 と 髪 留め の 星 の み 
\ 色 固 定 で す 。 


それ ぞ れ 色 は 微 調 整 し て 頂い て 構い ませ ん 


E > 
ur 


| 属性 জি হল Esos 


クラ スズ スキ ル 


割り 当て られ た 狂 化 スキ ル の 評価 は 低い 。 
言語 に よる 意思 貴 通 が 可能 で ある 。 


神霊 と し て の 適性 は 一 応 あ る も の の 、 ご く 低い 。 
か つて は 大 神 オ ー デ ィ ン の 娘 で ある 戦 ご 女 ワル キュ ー レ の 一 員 だ っ た が 、 オ ー デ ィ ン か ら 神 性 を 剥 堆 され て し まっ た 。 


TER Profile 


否 。 星 こ そ は 白島 礼装 、 空 を 征 く 戦 乙 女 の 衣 が 真夏 の 湖畔 に 相応 し い 形態 に 変化 し た も の で ある 。 
飛行 機能 を 有 し て いる 。 


シグ ルド と 一 緒 に 作っ た 眼鏡 。 


আজে 


サマ ー タ イム ラバーズ : EX 

「 シ グル ド を ーー 一 
愛す る 者 を 殺し て し まう ] 

英霊 と し て 定め られ た 根本 の 性 質 は 変え られ な いま で も 、 

夏 の プリ ュ ン ヒル デ は 、 い ずれ 来 た る 悲劇 の 瞬間 …… す な わ ち 「 夜 まで ] は 、 ま る で 何 も 知ら な い 娘 の よう に 無邪気 に 振 

る 舞い 、 英 霊 シブ ルド と の 税 瀬 を 楽し ひこ と も で きる 。 

原初 の ルー ン を 応用 し た 特殊 スキ ル で も ある 。 


EF 


u SER En 


PHT. KOMMBETIS 


プリ ュ ン ヒル デ ・ シ グル テイ ン 。 

英霊 プリ ュ ン ヒル デ が 准 く 透き通る 巨大 な 剣 を 一 時 的 に 召喚 ・ 実 体 化 させ た 後 、 
英霊 シブ ルド が これ を 振り 下ろ し 、 敵対 者 を 居る 。 

一 瞬 の 合体 攻撃 / 合 体 宝 具 。 


プリ ュ ン ヒル デ の み で は 振る うこ と の で き な い 大 型 武器 を 召喚 し 、 

シグ ルド の み で は 召喚 する こと の で き な い 大 型 武器 を 振る う の で ある 。 

召喚 され る 巨大 剣 は 、 大 神 オ ー デ ィ ン が 古き 戦 神 テ ュ ー ル に 与え た 無銘 の 神剣 、 す な わ ち 「 勝 利 の ルー ン を 二 度 刻 ん だ 
剣 」 を プリ ュ ン ヒル デ 自 身 が 原初 の レー ン の 効果 で 模造 し た も の 。 模造 品 で は ある が 、 

神 の 武具 に 相応 し い 威力 を 有する 。 


> 


AD 


〇 性 格 

通常 の プリ ュ ン ヒル デ ( ラ ン サ ー) と ほぼ 同じ 。 物 静か で 献身 的 。 

た だ し 、 普 段 と 違い 、 愛 する シブ ルド に 対す る 好意 を 全面 的 に 開放 し て いる 。 慌 る こと な く 愛 を 衣 歌 し 、 真 夏 の 湖畔 で 
の パカ ンス を 楽し も うと し て いる 。 

な ん と 「 殺 し ます ] 「 殺 し ます ね ] 系 の ぷっ そう な 言葉 を 口 に し な い 。 

まる で 、 こ の 霊 基 の 彼女 は 自動 的 な 「 愛 する 者 (シブ ルド )」 へ の 殺人 衝動 を 完全 に 封じ そっ て いる か の よう に 見 える 。 
けれ どーー 一 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
通常 の プリ ュ ン ヒル ン サ ー) と ほぼ 同じ 。 


〇 台詞 例 

幸せ の 恋人 モー ド 

ほら 、 見 て くだ さい 。 小鳥 た ち が あ ん な に 楽し そう に 、 湖 の 淵 で …」 
行き ます 、 シ ブル ド ] 

あの ひと を 呼び ます ね ] 

マス ター も ご 一 緒 に どう で すか 。 い いえ 、 い いえ 、 ご 遠慮 な く ] 

ボー ト を 潤い で み ま し ょ うか が 則 


悲劇 の 殺人 鬼 モ ー ド 

ああ …… あ ああ ああ ああ ……! ES, UT 
シグ ルド 、 シ グル ド 、 シ グル ド 、 シ ブル ド … 
シグ ブル ド ?] (シグ ルド の 返り 血 に まみ れ て ) 

ああ 、 よ か っ た …… 本 当 に よかっ た …… そ こ に いた の で すね …… シ グ ブル ド ……」 


we 


CHARACTER Profile 


AIRS, 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
プリ ュ ン ヒル デ ( ラ ン サ ー) と 完全 | 


OlFateGO! で の 人 物 像 
仮 初め の 幸福 に 身 を 浸す 、 悲 劇 の 戦 女 。 


真夏 の 湖畔 を 訪れ る に あたり 、 自 ら 原 初 の ルー ン に よっ て 無理 矢 理 に 霊 基 を 変更 。 
仲 陵 ま じ く 、 普 段 の 霊 基 の 不安 定 り が 嘘 の よう に 
穏やか に 、 天 真 底 混 に 、 大 英雄 シグ ルド と 共に 熱々 の カッ プル を や っ て いる の だ が ……。 


E WERDE, 
MOSIHRARITIUR. 

そし て 、 返 り 血 を 浴び た プリ ュ ン ヒル デ の 姿 。 
果たし て 一 体 何 が 起き て いる の か …--? 


頑として シグ ルド は 犯人 の 存在 を 口 に し な い ( 彼 は 何 度 で も 立ち 上 が る の だ ) 。 
ブリ ュ ン ヒル デ は 慌て ふた めく ば か り 。 

そし て 、 彼 女 の 手 に は 血まみれ の 新 宝 具 。 

果たし て 一 体 何 が 起き て いる の か ……!? 


o 


真相 は こう だ 。 

原初 の ルー ン の 重ね 掛け に よる 霊 基 の 強引 な 調整 に よっ て 、 昼 間 こ そ 仲 腔 まじ く 過ごせ る も の の 、 夜 に な る と 通常 霊 基 
以上 の 条 意 が 膨れ あがり …… プ リュ ン ヒ ル デ は 愛す る シブ ルド を 殺し て し まう の で ある 。 

これ を 、 シ グル ド は 堂々 と 夜 毎 に 受け 入れ て いる 。 


ARIS 「 数 日 だ け で も 、 条 意 に 惑わ され ぬ 日 々 を 過ごし た い ] と いう プリ ュ ン ヒル デ の 想い を 元 に 、 シグ ルド が 発案 し た 
この 霊 基 で は ある が 、 結 果 的 に 、 彼 女 の 殺 意 (ই) は 度 重 な る シブ ルド と の 接触 に よっ て 膨れ あがる 結果 と な り 、 一 時 は 
暴走 の 憂き目 に 適っ た 。 

マス ター と シグ ルド の 活躍 に よっ て この 暴走 は 止め られ た が …… 

や は り 、 愛 する 二 人 が 永遠 に 寄り 添う こと は で き な い 。 

一 夏 だ け の 、 仮 初め の 霊 基 で ある 。 


「 こ の 霊 基 の お まえ も 愛 お し い が 、 
や は り 、 い つも の お まえ こそ が 当方 に は 愛 お し い ] 


夏 の 終わ り 、 

シグ ルド は この よう に 告げ た と いう 。 
プリ ュ ン ヒル デ は 微笑 ん だ 。 
微笑 みな が ら 、 僅 か に 泣い た 。 


宝 具 で ある 巨大 刻 が 変化 し た 剣 。 
無数 の 極小 刃 が 高速 回 転 する チェ ー ン ソー 状 の 刀身 を 有 し て お り 、 痛 そう 。 
(シグ ルド と 共に 携え る 際 に の み 巨 大 刻 の 姿 へ と 変化 する こと に な る ) 
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〇 因縁 キャ ラ 

シグ ルド 

大 好き ! 

で す 。 愛 し い 買 方 、 シ グル ド 。 

そし て 、 ご めん な さい ……。 

ワル キュ ー レ た ち 

どう し た の で す ? 

そん な に 目 を 丸く し て 。 

私 が どう か し まし た か ? 

Bo 81175 1, 普段 と 違う よう に 見 えて いる の な ら …… そ れ は 、 愛 し い シ グル ド が 、 共 に いて くれ る か ら な の で し 
よう 。 メ 
アル テラ 

アト り 姉 様 ! 

は い 、 は い 。 

এ 見 守っ て くだ さる の で すね 、 姉 様 。 

ジー フク フリ ー ト / ク リー ム ヒ ルト 

そう だ 。 買 方 た ち も 夏 の 装い に な り ま し ょ う 、 そ うし まし ょ う ! 
英 寺 ジー ク フ リ ー ト は 既に 装い が ある か ら . 
後 は 、 買 方 で すね 。 ク リー ム ヒ ルト 。 
いい え だ め で す 。 

ふ ふ 、 逃 が し ませ ん よ 。 

ゲー サー 

お は よう ご ざい ます 、 セ イ バ ー。 

今日 も 優し い 買 方 。 

大 丈夫 で す 。 大 丈夫 な ん で す 。 
今 こ の 時 だ け は 、 私 、 困 っ た り …… し ませ ん か ら …… 
READ A 

いい 顔 を し て いる 、 で すか ? 

ぷ ぬ 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 


で も 、 無理 は 禁物 一 一 
買 方 は 、 い つも 、 分 か っ て し まう の で すね 。 
ああ 。 な ん て 優し い 英雄 た ち 。 


通常 武器 と 宝 具 の 縦 向き 部 分 に な り ま す 。 
チェ ー ン ソー の 刃 の 部 分 は 攻撃 時 以外 は 可動 し て いな い 想 定 で す 。 
宝 具 と 通常 武器 は チェ ー ン ソー っ ぽい ギミック や アク ショ ン が 共通 し て いま す 。 


075 
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サイ ズ 比 較 


¿BREA from Illustrator 


BROKECS! 悲劇 的 な 原典 を 経て の サー ヴァ ント 人 生 を 目 一 杯 楽し ん で 頂 こ うと 
いた だ きま し た 。 第 1 段階 は ブリュ ン ヒ ル デ の 元 イ メー ジ そ の まま に デザ イン し まし た 。 メガ ネ は お そら く 旦 那 様 が 選 


ん で くれ た の で は 無い で し ょ うか ね 。 第 2 は 大 人 っ ぽい 黒 の サマ ー ド レス 、 第 3 は 見 て 
で す 。 パー サー カー な の は 発注 時 に 決ま っ て いま し た が 、 チ ェ ー ン ソー ド 装 備 に な っ 


この 時 ラン ダム で 表示 され る カッ ト は 共同 作業 アイ デア を いた だ いた 時 に 大 急ぎ で 描 
込ん で 頂い た も の に な り ま す 。「 共 同 作業 ] は イベ ント シナ リオ 中 で や っ て くれ た らい 
が 、 バ トル 演出 に 組み 込ん で いた だ け て 嬉し か っ た で すね 。 大 剣 は 戦 神 テ ュ ー ル 由来 


鳥 は オー ディ ン の 僕 フ ギン と ム ニ ン 、 の よう な 、 そ う で な いよ うな 。 大 地 に 刺さ っ た | 
第 2 再臨 の 格子 は 開か れ た 鳥 租 を イメ ー ジ し て ます 。 (三輪 士郎) 


思い 表情 差分 も いろ いろ 描か せ て 


の 通り ウェ ディ ング ファ ッ シ ョ ン 
た の は ぼく の 所 為 で す 。 確 か 。 再 


臨 で パラ が 生え て その まま ブー ケ に な り ま す 。 逆 向き の 翼 の 形 を し た 宝 具 の 大 剣 は 当初 ブ プリ ュ ン ヒル デー 人 で 扱う 想定 
で し た が 、「 二 人 の 共同 作業 ] と し て 、 プ リュ ン ヒ ル デ が 剣 を 召喚 し シグ ルド と 共に 振る う 、 と いう 演出 と な り ま し た 。 


寺下 ろ し た も の を 無理 言っ て 差し 
いな くら い の 気 持ち で いた の で す 
らし いと いう こと で 、 彼 を 指す ル 


ー ン 文字 っ ぽい 装飾 が 一 部 に 入っ て いま す 。 背景 カー ド に 描か われ て いる 白い 鳥 の イメ ー ジ は ワル キュ ー レ の 妹 達 、 黒 い 


巨大 剣 は 過ぎ 去っ た ラブ ナ ロ ク を 、 


宝 具 カ ッ ト イン 
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CV: PHRF 
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wur 


HERE O IN > AO ৬ ৬ 
大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 を も っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 
en At 


a 


2 水着 に 圭吾 が 変化 し た こと に より 、 その 在り 方 が 若 夏 寄り に 最適 化 さ れ て いる 。 

マナ の 吸収 効率 が 、 夏 らし い 自然 …… す な わ ち 避 暑 地 の 湖畔 の 水 や 府 々 た る 日 光 …… か ら で あ れ ば ある ほど 高く な る 。 
吸血 種 の イメ ー ジ に ある まじ き ス タイ ル に な る が 、 も ちろ ん 彼女 は 気 に し な い 。 

別に 嗜好 が 変化 し て いる わけ で は な い の で 、「 暑 いわ ね !] と か ぶち ぶち 文句 を 言い な が ら 日 光 浴 な ど を し て いる 姿 が 見 ら 
れる 。 


ーー 


覇王 の 姫 EX 
BEORE WOR - BATLLE রতি 24). 
IRA CAILT? TERARI LET ৷) AB Lic. ZADBEUDEDRTERRT 2০ 

水着 に 着替え 、 余 計 に 他人 か ら 注 目 を 浴び て し まう 段階 に な っ て 「 私 は この 人 の 妻 で す !」 と 今 まで 以上 に 主張 する よう 
に な っ た と いう こと で 、 あ る 意味 で は 彼女 の 貞 激 さ の 表れ で ある と 言え る の か も し れ な い 。 


nit TA A 
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か つて 項羽 の 前 で 行っ て いた 剣舞 の スキ ル 。 
人 の 文化 が 嫌い 、 真 伺 を する な どく だ ら な い 、 と いう 信念 は あれ ど 、 項 汰 の た め な ら ば それ を 曲げ る と きも ある の だ 。 
客観 的 に 上 手 い か どう か は 知ら な い 。 他 者 に どう 評価 され る か な ど 知 ら な い 。 ど う で も いい 。 

た だ 、 と き に は 舞う こと が 必要 だ っ た と いう だ け 。 

彼 が どう 評価 し て くれ た の か 、 ど ん な 表情 を 浮か べ て くれ た の か は 、 彼 女 の み が 知る 。 

それ は 大 切な 記憶 と し て 、 こ の スキ ル と と も に 彼女 の 霊 基 の 奥 に 刻ま れ て いる 。 


この スキ ル は 本 来 は 封印 され て お り 、 ま た 、 項 羽 が 近く に 存在 し な いと 使用 不可 能 。 

今回 は 彼 の 槍 を 貸し 与え られ た 衝撃 で この スキ ル の 封 が 解け 、 そ れ に より 彼 の 槍 が 一 種 の 代理 と し て 機能 し て いる た め 
に 使用 で きる 。 

今 は 槍 舞 と し て アレ ンジ され て いる 。 


アン チ フ リン グ ・ ロ ンド 。 

フリ ング と は 俗語 で [浮気 ] や 「 一 夏 の 恋 ]、 転 じ て 夏 の 魔物 の こと を ここ で は 指す 。 
項羽 に 貸し 与え られ た 、 項 羽 の 愛 の 具現 化 で ある (と 当 人 は 思っ て いる ) 槍 に よる 、 
対 ・ 夏 の 魔物 用 強制 排除 ムー ブ 。 極端 な 決め つけ に よる 男性 特攻 を 持つ 。 


廣 美 人 に は 武術 や 戦術 の 心得 な ど な い が 、 項 羽 へ の 愛 が 盛り 上 が っ た 結果 、 か つて 彼 の 前 で 踊っ た 剣舞 の こと を 思い 出 
し た 。 

それ を 利用 し よう と 思い 立ち 、 さ ら に 槍 舞 と し て アレ ンジ し た の が コレ で ある 。 

結果 と し て な ぜ か ポー ル ダ ン ス っ ぽく な っ て し まっ た 。 


TORE 「 呪 和解 只 歌 | と 同じ よう に 自ら の 肉体 を 破壊 し な が ら 魔力 を 暴走 させ て 囚 常 気象 起こ す も の だ が 、 項羽 の 
槍 を 軸 と し た 槍 舞 の 動き に より [回転] の ベク トル が 与え られ る こと で 、 結 果 的 に 血 の 雨 で は な く 竜 巻 型 の 呪 衣 が 発生 す 
る こと に な る 。 

RODENT EIA. EDER. 


EI あい つ プ やつ / マ スタ ー 


国 お まえ / 買 様 ノ 四方 (項羽 な ど に 対し て ) 


通常 の 廣 美人 と ほぼ 同じ だ が 、 項 羽 の 檎 を 貸し 与え られ た こと に より 若干 浮か れ て いる 。 

また 、 頂 羽 と の 絆 を 普段 より 強く 感じ て いる た め 、 全 体 的 な 人 間 嫌 い は 変わ ら な いま ま 、 特 に 自分 に 色目 を 向け て くる 
ナン パ 男 た ち へ の 容赦 の な さ が 一 段階 上 が っ て いる 。 ナン パ 男 滅ぶ べし 。 

これ は 実際 ナン パ し て こ な く と も 、 色 目 を 使っ て きた (と 彼女 が 勝手 に 感じ る ) 相手 に 対し て 発動 する 。 

つま り 彼 女 の 水着 姿 を 見 た だ け で 槍 が 飛ん で くる 可能 性 が ある 。 項羽 様 へ の 操 を 守る た め な ら 仕 方 が な いで し ょ う 、 と 
いう の が 本 人 の 弁 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
MOREA CIES) 


「 言 っ て お くけ ど 、 この 姿 は お まえ の た めで も 他 の 誰か の た めで も な いわ 。 私 が 夏 を 満喫 する こと を 項羽 様 が 望ん だ か ら 
に 他 な ら な い 。 だ か ら 一 一 私 の 邪魔 を する も の は 項羽 様 の 名 代 で ある この 槍 で 粉砕 され て 当然 。 い ちい ち 警 告 は し な い 
か ら 、 覚悟 し て お く こ と ね 」 

「 夏 の 魔物 っ て 、 そ の …… ナ ン パ 男 と か 、 浮かれ た 気持 ちと か 、 そ うい う の な の ? だ と する と 、 項羽 様 は 私 が そう いう 
も の に 前 われ る こと を 気 に か け て くだ さっ た と いう こと で 、 つ まり 大 事 に され て いる と いう こと で …… う ふ 、 う ふふふ 


「 イ マジ ナリ ー 項 羽 様 展開 完了 。 槍 舞 シ ミュ レー ショ ン 、 ス ター ト ! 

ああ っ 、 項 羽 様 が 額 か れ て 、 そ し て 、 あ れ は …… ほ 、 微 笑み !? 

っ 私 は 、 私 は 、 幸せ 者 で ご ざい ます 一 

「 い つま で も こん な と ころ で 何 し て ん の よ 。 さっ さと 項羽 様 の と ころ に 帰る も わ よ 。 ほ ら 、 撤 収 撤収 


7 SER. = 


4 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 
2020 年 水着 イベ ント で ある 「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ サ マー キャ ンプ ! こ カル デア ・ ス リラ ー ナ イト ~」 に お ける 同行 サー ヴァ ン 
ト の 一 騎 。 


ヴァ カン ス を 兼ね て 項羽 と 共に 特異 点 に 向かう 気 満々 の 彼女 で あっ た が 、 
項羽 は 演算 に より 彼女 一 人 を 向かわ せる し か な いと の 解 を 得 て い た 。 

結果 、 騙 し 討ち の よう な 形 で 彼女 だ けが レイ シフ ト す る こと に な る 。 
自分 一 人 で の レイ シフ ト に ショ ッ ク を 受け る 彼女 を 支え た の は 、 

事前 に 貸し 与え られ て いた 項羽 の 槍 一 一 そし て それ か ら 感 じ る 彼 の 愛 で あ っ た 。 


何しろ 「 夏 の 魔物 に 気 を つけ る が よい ] と いう よう な 彼 の 言葉 が あっ た の だ 。 


২২ eg Ei (1) 
ZEN ১ > Am fof 


や すい と され る 。 それ が 魔物 と 称 さ れる こと が ある ] と 知り 、 つ まり 「 項 羽 様 は 私 が ナン パ さ れる ん じゃ な いか と 気 に な 
っ て これ を 渡し て くだ さっ た の で すね !?] と 愛 を 感じ て 大 興奮 。 

(真実 は 不明 で ある …… 項 汰 と し て は MEDAL 51 と いう 演算 結果 が まず 先 に あり 、「 脅 威 は 魔物 か も し れ な い ] 
「 今 が 夏 で ある 」 と いう 要素 か ら そ う 品 に し た だ け か も し れず 、 す な わ ち 項羽 自身 も 隠語 と し て の 字義 を 認識 し て いな か 
っ た 可能 性 も ある ) 


項 航 が いな い の は それ は それ は 寂し いこ と だ が 、 仕 方 な い 、 こ の 愛 を 拠り 所 に 一 刻 も 早く この 特異 点 を 解決 させ 、 そ し 
て それ か ら 改 め て ゆっ くり 二 人 で の ヴァ カン ス を 送る の だ …… と 、 廣 美人 は 頼り に な ら な い 後 殆 を ブイ ブイ 引っ 張っ て 
いく の で あっ た 。 


結果 と し て いっ ぱい 死ん だ 。 

それ は も う 景 気 よ く ポ ン ポ ン 死 ん だ 。 
プラ ナリ ア の よう に 分 裂 も し た 。 
何 な ら 最初 か ら 分 裂 し て いた 。 


〇 因縁 キャ ラ 

項羽 

も ちろ ん 大 好き 。 

あの 、 こ の 水着 、 ど う で し ょ うか …? 

MEE 

55, 70088750০১3)? 

悪く は な いわ ね 。 

紅 間 魔 

えん まち ゃ ん 、 た ま に は 買 方 も 羽目 を 外し た ら ど う ? 
の や っ ぱり ね 。 

いい え 、 分 か っ て は いた の よ 。 買 方 は それ で 、 私 た ち が 羽 目 を 外す 場所 が な く な る こと の ほう を 嫌がる だ ろう っ て 。 
ほん と 、 真 面目 な ん だ か ら 。 

殺生 院 キア ラ 

フッ 。 

お まえ は …… 愛 に 敗れ た の よ ! 

徐福 

言い た いこ と は 色々 ある けど 、 ま ず 、 

ぐっ 様 っ て 呼び 方 は ば うに か な ら な い の か し ら 。 


BRAS 「 夏 の 魔物 と は 何だ ろう ?] と 理解 し て いな か っ た の だ が 、 の ち に 「 夏 は 気分 が 浮か れ て 一 夏 の 恋 や 過ち を 犯し bh RS 
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omment from lllustrato! 


オフ ァ ー と し て 牟 を 基調 と し た デザ イン は どう か と 言う の が あり まし て 、 そ れ で 白い ケー プ と ツイ ン テ ー ル が すぐ に 決 
まっ た 感じ で すね 。 た だ 立ち ポー ズ 描 く の が 凄く 苦手 で 、 そ れ だ け で えら く 悩 ん だ 記憶 が … キ ャ ラ 的 に 自分 の 中 で 固 ま 
つた 感 も あっ て 、 表 情 は 描き や すか っ た で す 。 (018) 


153 フォ ー リ ナー EA 77৮74)" ae EN: 
EN = EEE 北米 、 マ サチ ュー セッ ツ 
E3%#r = 152cm EXA 44ke 
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IV 
設定 作成 : 星 空 め て お ご キャ ラフ ター デザ イン : 黒 星 紅白 
CV: 大 和田 仁美 


ne 
主 な 登場 作品 :Fate/Grand > 


領域 外 の 生命 
SIR pa ভট 
গ্রাস 095770, 00188805৮87 VESICIE L CBS BO. 


PP = 


FRED. 調和 と 摂理 か ら の 逸脱 。 AERO ER, 


特に 夢 世 界 と の 関わ り に お いて 顕著 に 発揮 され る 。 \ 
ーー oo = 
神 性 :Bf - - ৮৮4 
4 外 宇宙 に 港 お 高 次 生命 の * 門 "と な り 、 強 い 神 性 を 帯び る 。 
j ARBRE OBERT IE UANMBM. €0 সক, HA. 
特に 夢 世界 と の 関わ り に お いて より 深く 同調 する 。 


夢 の 国 の 神 奥 へ と 至る 深き 眠り 。 
か ぐ わ し き 次 薇 の 香り と 酷 熱 の 波 が 、 精 神 を 物質 か ら 解 き 放つ 。 


門 を 訪れ る 銀 の 鍵 の 持ち 主 を 導き 、 最 後 の 試練 を 与え る 。 


宝 具 
ELISA 


ドリ ー ム ラン ズ 。 

対象 を 取り 巻く 世界 を な め ら か に 変貌 させ る 。 対象 は その 境界 を 意識 せ ぬ まま 夢 の 世 界 へ と 誘わ れる 。 

日 常 の 裏側 に 隠さ れ た 世界 の 真 な る 姿 、 そ の 圧倒 的 な 解像度 と 質量 を 目の当たり に し た 者 は 戦意 を 栓 失 し 、 自 我 を 保つ 
こと すら 困難 と な る 。 


時 本 は 通常 の アビ ゲイ ル に 準ずる 。 
た だ し 夏 仕様 で 、 ど の 再 乃 状態 で もそ れ ぞ れ や や は っ ちゃ け て いる 。 
同一 の 霊 基 ・ 人 格 で あり な が ら 再 腹 段 階 に 応じ て 性 格 や 好み は 複雑 多彩 に 異な る 。 
(551508 
পাগলি, BS LIFGHARPOBICRLT. BETTA | 398ত Do 
大 人 び た 謗 念 を 咳 く 事 も ある 、 意 外 に も 常識 派 ? 口調 は 超 然 、 お ご そ か 、 神秘 的 。 
【 第 2 再臨 】 
三 姉妹 で いえ ば 次女 。 真 面目 な 性 格 で 清教徒 の 少女 アビ ゲイ ル に 最も 近い 。 
好 礎 心 吐 盛 、 勉 強 熟 心 。 八 帳面 で し っ か り も の 。 口調 は 大 人 っ ぽく 背 の び し つ つ 、 少 し は に か み が ち 。 
[#388] 
SHH CUAISEHX. PPC RHINE, TOMADA, 狂気 と も 隣り 合わ せ 。 


これ まで の アビ ゲイ ル は 見 せな か っ た 新た な 一 面 。 夏 の 魔力 の 賜物 。 口 調 は 純真 で 幼い 雰囲気 


〇 マス ター へ の 態度 

夢 の 力 を 駆使 し て 、 マ スタ ー と 人 々 を 癒 や し た い 。 夢 と 現実 を 区 別 す る の な ん て つま ら な い 。 

残酷 で 嘘 ば か り の 「 現 実 ] を 、 純 粋 な (と アビ ゲイ ル が 信じ る ) 「 夢 ] と すべ て 置き 換え て し まい た い 。 夢 の 国 と は 人 類 の 
培っ て きた 心 の 歴史 な の だ か ら 。 


কাপুর), 汐 、 閉 させ ど 叶 わ ず ] 「 い あ ! ええ ・ や は ああ ・ ふ た ぐん 

「 我 が 胎 に 、 銀 の 鍵 あ り 」「 不 浄 の 園 より 来 た れ !] 「 い ざ や 、 星 辰 の 好機 あり ] 

「 ネ コ と 和解 し な さい ……?] 「 今 よ 、 ノ ーシュ ! ルター ル !」 

[水着 っ て 、 と っ て も 良い も の ね ! 人 は た だ 、 薄 い 常識 を 身 に 着け て いる だ け で 、 本 当 は いつ も 裸 な の だ っ て 気づか せ 
て くれ る で し ょ う ? 

「 う う ……: マ スタ ー の グラ ンド お 馬鹿 さん 

「 ど うか 、 そ こ に いて ね 、 そ の まま で いて ね 、 マ スタ ー。 脆い 心 で 、 PUES. 私 みた い に な っ て は 駄目 、 だ か ら ] ০ 
E SEA SN E 未知 な る 絶 
Bi! いざ 禁 忌 を 破り 、 無限 を くぐら ん 。 ド リー ムラ ンズ 

[年頃 の 娘 は 、 エー トス の 定まら な い 商 の よう な も の 。 猫 の 瞳 み た い に く る くる と 変わ る 私 を どう か 受け 入れ て くだ さい 


な ] 


17 世 紀 末 。 E 治 下 の マ サチ ュー セッ ツ 。 


当時 12 歳 の 清教徒 の 娘 ア ビ ゲ イ ル ・ ウ ィ リ アム ズ は 、 多 数 の 村人 が 告発 され 絞 首 台 へ と 消え た 陰惨 な 事件 "セイ レム 魔 
女 裁判 "に お ける 中 心 人 物 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

サー ヴァ ント と し て 召喚 され た アビ ゲイ ル は 様々 な 層 因 が 重なり 、 こ の 宇宙 で は 未だ 存在 証明 が 為 さ れ て いな い 外 宇宙 
の 邪 な る 神 一 一 " 全 に し て 一 、 一 に し て 全 な る 者 "と の 接続 を 果たす 。 外 な る 神 の 忠実 な る 依 代 " 夢 の 門 " と し て 、 降臨 
者 (フォ ー リ ナー) の 強大 な 力 を 少女 は 振る う 。 


アビ ゲイ ル は 想う 。 
「 現 実 | も 「 夢 ] も た と え 「 狂 気 ] で あっ て も 、 人 の 心 の 手 が 触 れ て 、 想 像 で きる も の な ら ば 、 そ れ は すべ て 現実 に 違い な 
い の だ か ら 。 


現実 と それ 以外 を 分 ける な ん て 、 常 識 に と ら わ れ た と て も つま ら な いこ と 。 
マス ター が 自分 を 見 失っ た り 、 日常 と 非 日 常 の 矯 離 に 苦し むこ と が あれ ば 、 そ ん な マス ター を 癒 や し た い 。 
サー ヴァ ント も また 誰か が 願っ た 「 夢 ] の 存在 に すぎ な い の だ か ら 。 


〇 通常 武器 


OBR FS 
フー シュ ブル ター ル 
よく 肩 に 乗っ て いる 黒 猫 が “ノー シュ "、 灰 色 の すこ し ふと っ ちょ さん 猫 が ルター ル " Ko 


二 人 と も 夢 の 国 で 出会っ た 私 の 使い 魔 た ち お 。 ノ ーシュ は と て も 優美 で す ば し っ こく て 、 ル ター ル は すご く 買 い の 。 

で も どう や ら 、 私 に 知ら な い 場所 で こっ そり 喧嘩 を し て いる らし く て 困っ て いる わ 。 神様 に も お 祈り し た い 気 分 。 
そう ね …… ど こ か に 頼り に な る 猫 の 神さま は いら っ し ゃ ら な いか し ら ……? ン 【 第 2 再臨 】 

オジ マン ディ アス ノニ トク リス 

ノー シュ や ルター ル た ち は 、 オ ジマ ン デ ィ ア ス 陸 下 の お 付き の 小さ な スフィンクス 、 ア ウラ ー ド さん た ち が 気 に な っ て 
いる の ? 本 当 に 神秘 的 で 可愛 いわ 。 私 が 好き な の は …… な ん と いっ て も メジ ェ ド さん ! ン [583588] 

アー キタ イプ アー ス 

どう か し た 、 ル ター ル ? ふむ ふむ ? 夢 の 国 を どこ まで も た どっ て いく と 、 ず ん ぐり お むっ くり し た ネコ っ ぽい イキ モノ 


の お 姫 様 が 、 マ シュ さん と 一 緒 に キャ ッ ト フ ァ イ テ ィング に 明け 暮れ て いた ? 

そ 、 そ う ね …… そ うい う 、 と り と め の な い 夢 だ っ て 果て し な い 世 界 に は ある の で し ょ う 。/ 【 第 2 再 区 

Hees 

A 無間 に 咲 えた て る 犬 は 苦手 と いう か 、 そ の 存在 を 受け 入れ が た い の だ けれ ど ……。 

馬琴 さん の と ころ の 犬 た ち は ち ょ っ ぴ ぱり 違う みた いね 。 で も だ か ら と いっ て 仲良 く ふ ぬれ あう くら い だ っ た ら 、 ジ ル ・ ド 
・ レ ェ さ ん の 海 魔 の ほう が マシ よ 。 / EIER] 
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০৮৫ 


Comment from Illustrator 


「 ヴ ェ ー ル を まとっ た 人 型 の 人 っ ぽい 何 か ] を デザ イン に 取り 込ん 々 で いま す 
見 立て る と 、 ヴ ェ ー ル を か ぷっ た 、 な に か それ っ ぽい 感じ の 人 型 に な る よ 
っ て いま す 。 通常 アビ ー ち ゃ ん と 尋 繋 が り に な っ て いる ん で すね 。 HA 
は 別 の ジャ ー ジ で す 。 ガ グ は 大 森 葵 さん の コミ カラ イズ で も 活躍 し て て 嬉 


০ アビ ー ち ゃ ん の お 団子 へ ヘアー の 部 分 を 頭 と 
うに デザ イン し て いま す 。 杖 は 扉 の 蝶番 に な 
臨 に 描 わ れ て いる 上 着 は 旅 装 の ジャ ケッ ト と 
し か っ た で す 。 (黒星 紅白 ) 
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設定 作成 : 桜 井 光 プ キャ ラク ター デザ イン LSU 


CV: 金 元 寿 子 
主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


TIAA 


ク の 対 魔力 を 有する 。 
lip 事実 上 、 こ の 時 代 の 魔術 師 に 傷つけ られ る こと は な い 。 


[具体 的 に は ] 

「 幾 ら で も げ え お を 遊ぶ こと が で きる の で す ! ] 

夜 更 か し に 強く な る スキ ル 。 本 人 が 心 の 底 か ら 楽 し ん で いる 限り 、 疲 労 や 魔力 消費 を 一 時 的 に 後回し に で きる 。 
戦闘 続行 スキ ル の 亜 種 ス キル だ が 、 効 果 は だ いぶ 元 か ら 異な っ て いる 。 


VR 新 際 流 : 
ステ ィ ッ ク 状 の 操作 端末 を 使用 する V R チ ャ ン パ ラ に 長け た 
特に 二刀流 で の 戦い に 長け る 。 

当初 は D リ ラン ク の スキ ル だ っ た が 、 柳 生 但馬 守 直 々 の 指導 を 受け た こと で スキ ル 名 称 が 変化 し 、 

ラン ク も ぐん と 上 昇 し た 。 

但馬 守 様 より 授かっ つた わざ の 数 々 、 ぷ いあ ー る な ら ざ る 真剣 で の 二刀流 に も が ぜん 応用 で きま す | | と 巴 談 。 それ は フ 
ツー に 柳生 新 陰 流 な の で は ? チヨ メ は 主 し ん だ が 、 実際 に 振る われ る 剣 技 は 柳生 新 陰 流 の それ と は 随分 違う の だ っ た 。 


と を 示す スキ ル 。 


本 来 は 、 低 ラン ク の 単独 行動 スキ ル の 効果 を 含 お 複合 スキ ル で ある 。 
巴 の ラン ク は 規格 外 で あり 、 文 明 と の 接触 の 一 切 が な く と も 、 山 や 野 で の 日 々 を 平穏 に 過ごす こと が で きる 。 
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VR し ん か げ り リ りゅうおう ぎ に と うり ゅ う 


VR 新 陰 流 奥義 ・ レー ザー ブ レー ドニ 刀 流 


いあ ー る し ん か げ り ゅ うお う ぎ ・ れ 一 ざ ぜ ー ぷ れ 一 ど に と うり ゅ う 。 

常時 発動 型 の 宝 具 。 

本 来 、VR レ ー ザ ー プ レー ド は あく まで VR な の で 現実 に 語 と し て は 機能 し な い が 、 セ イ バ パー 巴 御前 は 己 が 魔力 で 疑似 的 
な レー ザー プレ ー ド 状 の 刃 を 形成 。 攻撃 に 使用 する 。 

刃 は 当然 な が ら 超 高熱 。 


この 超常 の 能力 を 、 巴 は 今回 も 「 旭 の 将軍 と 呼ば れ た 義仲 さま の 御 力 に よる も の ] と 言っ て 憶 ら な い が 、 や は り 鬼 の 血 を 
色濃く 顕 す 彼女 ゆえ の 能力 で あろ う 。 
第 二 、 第 三 再臨 時 の 真剣 (太刀 ) 使用 時 に も 超 高熱 発し て いる の は 、 こ の 宝 具 の 影響 。 


ぶ い 8-6 し ん か げ り ゅ うお う ぎ ふち た いよ う 


VR 新 陰 流 奥義 ・ 巴 淵 太陽 人 


いあ ー る し ん か げ り ゅ うお う ぎ ・ と も え が ふ ち た いよ うけ ん 。 
前 述 の 宝 具 を 使用 し た 対 軍 攻 撃 。 


「 ぷ いあ ー る 新 陰 流 の 奥義 に 開眼 し た の で ご ざい ます ] 

と 巴 本 人 は 語っ て いる が 真備 は 如何 に 。 

具体 的 に は 、VR ゴ ー グ ル を 装着 し て 敵陣 へ 突撃 ! 

双 刃 を 思う さま 振る っ た 後 、 熱 刃 の 軌跡 で 作り だ し た [FA] を 元 に 木 代 義仲 へ の 想い を 象徴 し た 疑似 太陽 を 一 時 的 に 上 空 
に 出現 させ 、 敵 陣 へ と ど め の 魔力 照射 を 行う と いう も の 。 

疑似 太陽 は 単独 で は な く 、 そ の 気 に な れ ば 二 つ 、 三 つ 、 四 つ 、 五 つ …… と 複数 個 を 浮か べ る こと も で きる と いう が 、 本 
作 で は 基本 的 に は 一 つ で ある 。 
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De ア PP 
Á 
AD DS 
86, BR / Mz / OORL/ OOK あの 方 / 彼 彼女 ৰ 


〇 性 格 

通常 の 巴 御前 (アー チャ ー) と ほぼ 同じ 。 

た だ し 、 オ フ モ ー ド な の で 遊ぶ 気 全 開 で ある 。 

何ら か の 異常 が 発生 すれ ば も ちろ ん 心配 は する も の の 、「 そ れ は それ と し て 夏 を 満 上 せ ね ば な り ま せ ぬ ] CESTA 
る こと が な い 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
通常 の 巴 御前 (アー チャ ー) と ほぼ 同 


〇 台詞 例 

[ 夏 の 装い 、 巴 は 学び まし た 。 節度 に つい て 気 に な ら な いと 言え ば 嘘 に な かり ます が 、 郷 に 入っ て は 郷 に 従え と いう 言葉 も 
ある の だ と か ] 

「 な ら ば 今年 の 巴 は 従い まし ょ う 、 折 角 の 夏 、 な の で すか ら ]」 

「 ゲ ー ム ・ ス ター ト に ご ざい ます れ ば | 

BER BRITEN 

ish. BSA] (VR チ ャ ン パ ラ の 構え ) 

[いあ ー る 、 に て 候 遇 
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> 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
巴 御前 (アー チャ ー) と 完全 同一 。 


OlFateGO] で の 人 物 像 

夏 に な る 毎 に 、 カルデア の 一 部 英霊 の 方 々 は 

節度 を お 忘れ に な っ て し まう か の よう ……。 

いっ た いな ぜ な の で し ょ う ? 

と 疑問 に 思っ て いた 巴 御 前 だ っ た が 、 遂 に 2020 夏 イベ ント に て 、 そ の 理由 を 身 を 以 て 知る こと に な る 。 即ち は 一 一 一 
己 が 裸 か ら 溢れ る 情熱 、 災 、 太 陽 に 連なる か の 如き 力 、 つ まり は 「 解 放 感 | で あっ た ! 

毎年 、 海 に つい て は ぴん と 来 て いな か っ た 巴 御前 だ っ た も の の 、2020 夏 イベ ント の 舞台 と な っ た 場所 が 山間 で あっ た 
た めか 、 今 回 ば か り は スイ ッ チ が 入っ て し まっ た 。 

KEBEADERO THD. 


それ は それ と し て 。 

夏 の 楽し み と い えば レジ ャ ー だ け で は な い 。 
そう 。 

ゲー ム で ある ! 


さあ 、 夏 は 始ま っ た 。 な ら ば いざ 、 寝 る 間 も 惜 し ん で 遊び 倒す べし ! 
o 

BBA, MBA! 

装い は 、 夏 の 軽やか な 水着 ! 

両手 に は VR 用 端末 二刀流 ! 


決し て 節度 の すべ て を 捨て 去る 訳 で は な いま で も 、 山 に 刺激 され て 送る [解放 感 | に 背中 を ぐい ぐい 押さ れ 、 一 夏 の 享楽 
に 飛び 込む 巴 御 前 で ある 。 


第 一 再臨 : VR レー ザー ブレー ド ON) 


第 二 再 临 REDET) 
第 三 再臨 HAT SEAS] 


wz KN 
$ 
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〇 因 緑 キャ ラ 
柳生 但馬 守 
但馬 守 様 ! pe 
ご 覧 くだ さい ませ ! 

VR 新 険 流 、 巴 は 更に あれ これ と 技 を 思い 付き まし た ! 
どう か ご 指南 くだ さい ませ ! 

ワル キュ ー レ た ち 

さ 、 さ 。 構 いま せん 構い ませ ん 。 N 
皆様 は VR の 銃 で 巴 を 存 分 に 狙う と よい で す 。 ; SS 
Blt! VR レ ー ザ ー ブ レ ー ド に て ! এ 
で は いざ 、 BURT! 

メイ ヴ 

あの う 、 メ イヴ 殿 。 

そん な に ご 案じ いた だ か な く て も 巴 は ……。 
は 、 は い 。 

は い 。 

は ー い ! 

節度 を ! 

巴 は 弁 え て お り ま すれ ば ! 

望月 千代 女 

千代 女 殿 、 千 代 女 殿 。 

巴 、 思い付い た こと が ある の で す 。 ! 
VR と 現実 を こう 、 同 時 に 味わい な が ら 刃 を 振る えば 、 や は り そ れ は VR 新 陰 流 と 呼べ る の で は あり ませ ん か !? 
平 景清 

や は りあ の 御方 、 ど こ か で ……。 

牛 若 丸 、 で は 、 な く …… 

まさ し く 正 真正 銘 、 頼 朝 め の 持た る 源義 経 その 人 ! 

お の れ 綴 敵 、 お の れ 義仲 様 の 仙 、 生 か し て お くも の か ! 


ど 、 ど ど 、 ど うい うこ と な の で す !? | 
AERP | 
義仲 様 、 義 仲 様 。 

ご 覧 くだ さい ませ 、 円 は 夏 の 装い を 得 ま し て ご ざい ます 。 

いつ か の 山 の 日 々 、 あ れ は そう 、 湖 の ほとり で 戯れ た 時 の こと を 思い 出し ます ーー 一 
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mment from Illustrator 


3 つの 再 申 デザ イン の 方 向 性 は 違い ます が 、 ど れ も 武 器 振り 回 し て 踊る 爽やか お 姉さん の イメ ー ジ で 描か せ て いた だ き 
まし た 。 最初 か ら E ス ポー ツ 的 な 案 を 頂い て いた の で す が 、 ゲ ー ム 好き か ら ま さか 本 当 に ゲー マー に な っ て し まっ た の 
か … と 。 第 2、3 再 臨 の 武器 は し っ か り と 剣 と 妃 で す が 、 第 1 再臨 だ け は 刀身 部 分 を 炎 で 作り 出し て いる だ け で 、 持 ち 手 
は 多分 本 当 に た だ の コン トロ ー ラ ー な ん じゃ な いか と 思っ て いま す 。( し ら び ) 
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設定 作成 : 桜 井 光 ノ キャ ラク ター デザ イン SERK 
CV: FER 


yw. y 
主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order Xf 


クラ スズメ キル 


大 抵 の 乗り 物 を 乗り こなす 。 EE 


幻想 種 に つい て は 乗り こなせ な い 。 


134 


F-BROBICATE<BDITUIA+R)Lo 

夏 の 夜 に 怪し く 微 笑 お 未亡人 、 人 呼ん で ブラ ッ ク ウ ィ ド ウ ! 

推理 小説 に 於 ける 謎 めい た 館 の 女 主人 、 特 に [犯人 ] に 類する ソレ を モチ ー フ に し た 姿 で ある の だ が 、 別に 何 か の 事件 の 
犯人 と いう 訳 で は な い 。 

単に コス プレ を 楽し ん で いる だ け で ある 。 


ちな み に 、 紫 式 部 自身 は コス プレ と いう 意識 は 薄い よう で 、 
指摘 され る と か な り 慌 て た 顔 を 見 せる 。 


FCE) :A 
夏 の 紫式部 は 、 特 に 、 夏 の 物語 に 傾倒 し て いる 。 
SF か ら 時 代 劇 まで 一 通り 、 夏 に 絡ん だ も の な ら ば 多種 多様 に 読ん で いる 。 

夏 を 舞台 と し た 推理 小説 や ホラ ー 小 説 な ども 多く 読み 込ん で お り 、 結 果 と し て 、 夏 の 紫式部 は トリ ッ ク や ホラ ー ネ タ に 
対し て 敏感 反応 する こと と な っ た 。 

映画 に つい て も 多少 理解 し て いる が 、 な ぜ か 80~90 年 代 ホ ラー 映画 に 偏っ て いる 模様 。 

(どう や ら カ ル デ ア で 彼女 に ホラ ー 映 画 を 教え 込ん だ 教師] が いる らし い ) 


第 三 再 臨 の 姿 に 大 きく 関わ っ て いる スキ ル 。 
昔 の 映画 に 数 多く 触れ た 結果 、 夏 の 紫式部 は 
「 な る ほど これ が 当世 の 夏 の 装い ……」 と 、 日 本 の 昭和 アイ ドル 、 特 に その 夏 の 装い に 興味 を 抱く に 至っ た 。 


第 二 再 臨 の 姿 に 大 きく 関わ っ て いる スキ ル 。 
推理 小説 や ホラ ー 小 説 に 親しん だ 結果 、 夏 の 紫式部 は 
「 な る ほど これ も 当世 の 夏 の 装い ……] と 、 特 殊 な 服装 趣味 を 獲得 し た 。 


足 を くじ いた 訳 で は な い の に 松葉 杖 を 持ち 、 

怪我 を し て いる 訳 で も な い の に 包帯 を 持っ た 姿 は その た めで ある 。 

誰 に 会 っ て も 「 怪 我 し た の ?] と 尋ね られ て し まう が 、 紫式部 は その た びに 「 い え こ れ は ……-」 と 懇切 丁寧 に 説明 を する こ 
と に な り 、 最 終 的 に は (な る ほど 、 つ まり は …… コ スプ レ ……?) と 相手 の 納得 を 導く の で あっ た 。 
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そ と お り ひ め ・ く も の お こない 。 
想い を 込め て 詠 い 上 上 げ ら れる 一 首 。 時 に 和歌 三 神 に 数 えら れる こと も ある 衣 通 郎 姫 が 詠ん だ 一 首 を 通じ 、 怪 異 を 一 時 的 
に 顕現 させ る 、 一 種 の 召喚 宝 具 。 


我 が 夫 子 が 来 べき 表 な り ささ が ね の 
WURDE CEO こよ O 辞 流 辞 も 


この 歌 で 綴 ら れる 釧 昧 は 、 本 来 、 土 剃 昧 の 怪異 と は 関係 な い は ず な の だ が …… 
真名 解放 時 に は 、 か つて 陰陽 道 の 師 で ある 安倍 晴明 が 封じ た 一 体 の 土 高 昧 の 亜 種 が その 場 に 召喚 され 、 突 撃 を 行う 。 こ 
の 時 、 紫 式 部 は この 土間 昧 に 騎乗 する こと に な る た め 、 霊 基 が ライ ダー に 定め られ た も の と 思わ れる 。 


対象 が 、 恋 や 愛 を 知る 存在 で あれ ば よく 効く と いう 。 
恋 や 愛 を 知ら な い 存在 で あれ ば 、 あ まり 効か な い 。 


夏 に 関連 する あら ゆる 物語 を 読み 込ん だ 結果 、 

推理 小説 や ホラ ー 小 説 、 更 に は ホラ ー 映 画 に も ある 程度 詳し く な っ た 紫式部 で ある 。 
夏 が 終わ れ ば 、 普 段 の 図書 館 司書 然 と し た 紫式部 に 

スッ と 戻る は ず だ が …… 


案外 、 気 に 入っ て いつ まで も 着 て いる か も し れ な い 。 

も ちろ ん 普段 着 と し て で は な く 、 

地下 図書 館 の 奥深 く 、 或 い は 受付 豪 の アラ イベ ー ト エリ ア で 、 こ っ そり と 着替え て 楽し お の で ある 。 

も し も 偶然 目 に し た な ら ば 、[ 遠 慮 せ ず 普段 着 に し て も いい ん だ よ ] と 言っ て みよ う 。 

きっ と 喜 が は ず で ある 。 

[ 速 慮 せ ず 人 前 で コス プレ し て も いい ん だ よ ] と 言う と 、 違い ます と な ぜ か コス プレ で ある こと を 否定 する 紫式部 が 見 ら 
れる だ ろう 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
通常 の 紫式部 (キャ スタ ー) と ほぼ 同じ 。 


〇 台詞 例 
「 な る ほど これ も 当世 の 夏 の 装い …… 
まだ よく 分 か り ま せん が 、 奥 深い も の で すね ] 
「 こ れ ぞ 、 紫式部 文学 少女 スタ イル に て ] 
「 ど う で し ょ う マ スタ ー。 当世 風 の 夏 の 装い と いえ ば 、 こ の よう な ……。 
えっ 、 モ チー フ が 分 か ら な い ? あれ ? 
ええ と 、 こ れ は で すね 、 昭 和 の アイ ドル 風水 着 の 装い 、 と いう も の らし く …… カ ル デ ア の デー タベース に あっ た も の 
な の で す が ……。 え 、 私 何 か 間 違え て いま すか ?] 
[ESTA BETT] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
紫式部 (キャ スタ ー) と 完全 同 


謎 めい た 、 暗 い 色 の 水着 を 纏う 未亡人 。 
唇 か ら こ ぼれ る 言葉 は 謎 めい て 、 冷 や や か で 、 忍び寄る 猟奇 を 予感 させ る 。 
この 夏 の 旅路 で 、 果 た し て 、 生 き 残 る 者 は いる の だ ろう か 一 一 一 


と 、 い う の は あく まで 装い の 印象 で め る 。 

ライ ダー 紫式部 は 何ら か の 事件 に つい て の 犯人 や 黒幕 と いう 訳 で は な い 。 
「 齢 や か な 黒 水着 の 未亡人 ] 

「 怪 し げ な セー ラー 服 少女 ] 

「 昭 和 ア イド ル 風 水着 の 女性 | 、 

この 夏 の 紫式部 が 選 記 様々 な 次 、 そ れ ら の すべ て は 装い だ け の こと 。 
単に 、 そ れ ら し い 姿 を し て は 楽し ん で いる の だ 。 

つま り 

これ は 

コス プレ だ ! 


o 


傘 な ど (第 1、 第 3) 
松葉 杖 や 巨大 ガラ スペ ン (第 2) 


〇 因縁 キャ ラ 

源 頼 光 

頼光 様 、 香 子 も 思い 切っ て 装い を 変え まし た ! 

A? ご 禁制 ? ええ っ !? 

ERA 

この 夏 の 装い 、 秀 卿 さま は 事 ある 毎 に お 論 の に な っ て くだ さる の で す ! 
あの 秀郷 様 に お 褒め いた だ ける な ん て 、 香 子 感激 で す ……。 

坂田 金 時 

金 時 様 …… お 加減 が 悪い の で し ょ うか ? 

私 が 夏 の 装い に な っ て か ら と いう も の 、 目 を 合わ せ て くれ な い の で す 。 
香子 は 心配 で す ……。 

渡辺 綱 

網 様 、 網 様 ? 

今 、 私 を 見 て 、 何 か を 深く 納得 され た よう な お 顔 で 人 顔 か れ ま し た が …… 
い 、 い っ た い 何 を ご 納得 な され た の で す !? 

清少納言 

ち 、 違 いま す よ ? 

決し て 私 は 、 そ の 、 庄子 さ …… 

いえ 清少納言 様 を 意識 し て 、 当 世 風 の 装い を 学ば ね ば と 番 起 し た と いう 訳 で は な い の で す 。 
ほ 、 本 当 で すか ら ! 

カエ サル 

あの 本 当 に 、 も うそ ろ そ ろ お 戻り に ……。 

ご 覧 くだ さい ませ 、 あ ちら の クレ オ パ ト ラ 様 の お 顔 の 色 が ……。 


刑部 姫 

BD Teh! 

この 夏 の 装い は 、 刑 部 姫 様 と 一 緒 に 見 繕 つた の で す ! 

その 節 は 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た っ 。 

BEEBE 

御坊 …… 楽 し げ で あっ た り 、 か と 思え ば 、 ひ どく 退 届 そう で も あり …… 
か つて の 平安 の 頃 に どこ か 似 に と ころ も あり ます が 、 鳴 呼 一 一 一 
これ が 、 ア ルター エゴ な る 霊 基 の 業 で あり まし ょ うか 。 

イリ ヤス フィ ー ル 

イリ ヤ さ ん に は 、 近頃 、 若 の 小学 生 の 流行 と いう も の を 教え て いた だ いて いる の で す 。 
これ が 実に 興味 深く て ……。 
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打撃 武器 より は 空中 や 地面 に 文字 を 書く 、 そ の イン 
ク の 軌跡 が 七色 で 波 の 様 に 攻撃 する と か 、、、 ? 


CHARACTER Profile 


mment from Illustrator 


第 一 再 際 で は 彼女 の テー マカ ラー で ある 紫 を 元 に 、 な る べく シン プル に 描き や すい デザ イン を 心がけ まし た 。 BB 
は 水着 頼光 に 合わ せ て 学生 服 を 着せ て いま す 。 属性 的 に 病弱 な 文学 少女 を 目指 し て デザ イン し まし た が 、 少し や り 過ぎ 
て し まっ た か も ……。 第 三 再臨 は 懐か し い ア イド ル の 水泳 大 会 を イメ ー ジ し て 、 敢 えて 彼女 が 着 そ うに な い 水 着 を 着せ 
て 遊ん で み ま し た 。 こ うし て 期間 を 空け て 改め て 見 て みる と 、 色 々 や り 過 ぎ て し まっ た 式 部 水着 で す 。 (本 庄 雷 太 ) 
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PUTA ore EE OEE 
A 以 下 の 魔 術 は すべ て キャ ン セ ル 。 
事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は 卑弥呼 に 傷 を つけ られ な い 。 


モー ニー =o 
陣地 作成 : 
魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 “工房 "を 上 回 る “神殿 "を 形成 する こと が 可能 。 

女王 と な っ て か ら は 人 前 に 姿 を 見 せる こと は ほとん ど ご なか っ た が 、 た ま に 内 緒 で 神殿 か ら 抜け 出し て は いた らし い 。 
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原始 の 人 間 が 持っ て いた 溢れ ん ば か り の 生命 力 を 宿す まさ に 完全 健康 優良 児 
ちな み に 切 ける と 体 駆 は だ ら け て は いく し 、 食 べ 過 ぎる と 体型 は 変化 する 。 そう いう 意味 で も 天然 。 


「 カ ル デ ア に いる と つい つい 食べ 過ぎ ちゃ う の よ ね ー」 


原始 的 な 魔術 。 神 道 の 原型 で ある と も 言わ れる 。 
系 統 立 っ た 魔術 体系 と は 異な り 、 詳 細 は 謎 に 包ま れ て いる 。 


皆 を 光り 輝く 未来 へ と 導く 託宣 を 得る スキ ル 。 
若干 、 居 眠り し て いる だ け に 見 える 事 が ある が 気 の せ いな の で す 。 I 


& 
カリ スマ は 稀有 な 才能 で 、 一 国 の 王 と し て は B ラ ンク で 充分 と 言え る 。 PIMFOAVALISEESICKORA MEA. ৰ 
19 — হট, 1 | 
x 


せい し ん か た ど 。 きゅう えん きょう 


せい し ん か た どる きゅう えん きよ う 。 
人 な ら ざ る 何かと 交信 し 人 智 の 及ば ざる 領域 の 鶴 智 を 得る 。 真名 解放 時 に は 無数 の 鏡 を 周囲 に 展開 させ 、 異な る 時 間 、 মি 


域 の 情報 を 多重 投影 、 己 の 身体 を 媒体 と し 近 未 来 の 事象 の 確定 を 観測 する 。 


更に 宝 具 展 開 中 は 周囲 の 味方 に 原始 的 な 人 と し て の 力 を 活性 化す る 謎 の 波動 を 発する 。 


最大 開放 時 に は 予知 の 結果 自体 を 微弱 な が ら 変更 させ る 事 も 可能 と され て いる 。 


本 人 は これ っ て 天 の 声 よね ! と か 思っ て いた が 、 託 二 と 呼ば れる その 行為 が 何で あっ た の か 当 の 本 人 で すら 真 に 理解 を 
し て は いな か っ た 。 


ちな み に 天 の 声 か ら 運 命 の 人 に つい て の 言及 は つい ぞ な か っ た と いう 。 


「 は ぁ ~ あ ー……、 自 分 の 事 以 外 は 何で も 分 か る の に 。 こ ん な 卑弥呼 に 誰が し た 」 


-一 一 一 一 一 


BIEL あな た / 〇 〇 〇 OO 〇 ちゃ ん / 〇 〇 くん ZOO さん 
未来 クン ン 未 来 チャ ン 


〇 性 格 
見 た 目 は の ぴの び 元 気 な お 天気 娘 と いっ た 様子 だ が 、 そ の 身 に 秘め た 神秘 の 力 は 光 の 裁定 者 と いう 触れ 込み に 恥じ な い 


=== 凄まじ いも の 。 
時 に 託宣 で 、 時 に 力ずく …、 い え 、 な ん で も あり ませ ん 。 そう いっ た いろ ん な 方 法 で 争い を 治め た と いう 事 に し て お き 

まし ょ う 。 

女王 と し て の 振る 舞い の 時 か ら は 察する 事 は で き な い が 、 本 来 は お日様 の 光 を 喜び 、 大 地 の 実り を 喜び 、 人 々 の 笑顔 を 

喜ぶ 、 天 然 自然 と 共に 生き る 事 を 良し と する 心 優し い 女の子 。 

ちな み に な ぜ か 異常 な 雨 女体 質 。 

出かけ よう と する と 雨 が 降る の で 結果 的 に 雨 あ い の 巫 女 と し て も や た ら 重 宝 され た 。 Fee 


) 「…… う う 、 ま た 大 雨 。 な ん で あたし が 出かけ よう と する 時 ば っ か りこ ん な 土砂 降り 
い 、 高 床 式 、 高 床 式 ] 


< は ? 稲 が 育つ ? は い は 


ちな み に 得 意 技 が 骨 割 り 占 いで 鍛え た グー パン チ な の は 那 馬 台 国 最大 の 秘密 。 


TS থক! EF 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
SS マス ター に 対し て は より 良い 未来 へ と 至れ る よう 託宣 を 行う 。 
১ 黙っ て いれ ば 女王 然 と し た 仔 ま い だ が 、 オ フ モ ー ド で は フラ ンク で 親しみ や すい こん な 近所 の お 姉さん が 居 て 欲し か っ 


= た 。 


RT 台詞 例 

= 「 夏 二 台 国 初代 女王 の 力 を 見 よ 
[予言 し ます 。 う ーー ん 、 た びん 勝て る と ……、 い え 勝ち ます 
1858, IN FL 


NN [両手 いっ ぱい の 実り と 喜び を 、 す べ て の みん な に 
| 「 卓 と 月 と 力 天 を 征 く 星 の し る べ よ 、 常世 の 間 を 払い 、 真 な る 光 を 象 れ 、 星 辰 名 
[ひみ こ 、 VHT. BI, ひみ こ 、 ひみ ひみ ひみ こ 、 みこ 、 VHT. ——AAK! 豊か な 実り と みん な の 笑顔 ! E 
AR] 
EOE OG! SS 
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古代 日 本 に 存在 し た と され る 邪 馬 台 国 の 女王 。 

鬼 道 と 呼ば れる 魔術 を 操り 、 能 く 民 を 惑わ し 治め た と 伝わる 。 
多く の 小国 に 分 か れ 、 長 き 戦乱 の 続い て いた 優 国 に 突如 と し て 現れ 、 託宣 の 力 を も っ て 国 を 纏め た と され る 謎 多き 女王 。 
卑弥呼 は 巨大 な 神殿 の 最 奥 に 居 を 構え 、 人 前 に は 姿 を 現さ ず 、 そ の 言葉 は 名 も 無き 弟 に よっ て 民 に 伝え られ た 。 

大 陸 の 魏 の 国 に 使者 を 遣わ し 、 親 魏 優 王 の 封 号 を 与え られ る な ど 、 外 交 に も 長け て いた 。 

だ が 卑弥呼 の 死後 、 弟 子 で ある 辻 与 の 記録 を 最後 に 邪 馬 台 国 は 歴史 の 舞台 か ら 狼 然 と 姿 を 消す の で あっ た 。 


邪 馬 台 国 と いう 国 は 今 も っ て 謎 が 多く 、 所 在 地 で すら 定か で は な い 。 
[女王 に な っ て か ら は 自由 に 外 へ 出かけ る 事 も で き な か っ た し 、 正 直 あ た し も よく わか ん な い の よ ね へ ~」 と は 本 人 の 弁 。 
星 辰 は 深 湯 を 現し 、 深 淵 は また 星 辰 を 象 る 合わ せ 鏡 。 


[ZN が 聞こ えた の は と ある 夜 の 事 。 

と て も 遠く 、 と て も 近く 。 嘱 く よ う に 、 高 ら か に 。 

傷 お よう に 、 朗 ら か に 。 己 が 身 は 現し 身 の 如く 、 現 し 身 は 己 が 身 を 深く 。 や が て は 見 ゆる 悠久 の 彼方 、 此 方 へ 繋ぐ は 久 
EA 
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人 と し て の 当たり 前 の 生 を 捨て 、 人 の 笑顔 の た め に その 身 を 捧げ た 。 その 生 に 悔い は な く 、 そ の 果て に 訪れ る 闇 で さえ 
受け 入れ 、 や が て は 時 の 彼方 へ と 消え 去る と し て も ーー 一 一 。 


「 と まあ 、 聖 杯 へ の 願い 事 と か は 特に な いん だ けど ……。 嘘 ! MTI! あり ます ! 願い 事 。 実は その 、 聖 本 フン も ご 
存じ の 通り 生前 は 女王 と し て の 責務 に 追わ れ 、 な ん て いう か その 、 運 命 の 人 ? 的 な 存在 に と ん と 縁 が な か っ た と 申し 
ます か 、 何 と 申し ます か 。 え え 、 人 の 恋 占 いと か は 、 見 える 見 える 、 見 る 気 も 無い けど 見 えて ます 、 は い は い お 幸 せ に 
1 つて くら いし っ か り ば っ ちり 占 え た ん で す が 、 自 分 の 事 と な る と まる で ダメ な 卑 線 呼 、 略し て ダミ コ 。 と いう わけ 
で 、 ド ラマ チッ ク & エ キサ イ テ ィ ング な 運命 の 人 と の 出会い 的 な の を 所 望 し ます ! LET! 


ーー そう 、 彼女 こそ が 光 の 裁定 者 に し て 、 邪 馬 台 国 初代 女王 卑弥呼 。 


通常 武器 
邪 馬 台 国 初代 女王 の 拳 

光 パ ワー と か ざっ くり と し た 卑弥呼 技 の 数 々 
謎 の 鏡 


弟子 。 自 ら が 見 い だ し た 二 代 女王 で ある 壱 与 と は 会 社 の 先輩 後輩 的 な 間柄 。 生 前 、 地 を 出し て 接する こと が で きた 数 少 
な い 人 物 。 己 の 後継 者 と し て 指名 する が 、 卑 弥 呼 の 死後 、 邪 馬 台 国 は 歴史 の 舞台 か ら 狼 然 と 姿 を 消す の で あっ た 。 
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邪 馬 台 国 と 争っ て いた 狗 奴 国 の 王 。 卑弥呼 と は | か ら ぬ 仲 。 狗 奴 国 と の 争い は 卑弥呼 の 力 に より 邪 馬 台 国 が 勝利 する 。 
司马 就 仲 过 

MOE (FETED 8518২০5৯57০ Cb. TOBRUS PTA TTR. SRS PAOBICROR, 
紅 間 魔 

美味 し い ご は ん を 作っ て くれ る の で 大 変 感謝 し て いる 。 特に は まぐ り の お 味噌 汁 が お 気に入り 。 

新選 組 

そん な わけ で 超 古 代 より 新選 組 と 邪 馬 台 国 に は 密接 な か か わり が あっ て で すね ……。 

壇 輪 ノッ プ 


ホン ト な ん な の よ 、 あ れ 。 カ リブ 海 ? いや その 、 あ れ は 浄化 し 損ね た っ て いう か な ん て いう か ……。 
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Comment from Illustrator 


এ 
まず オフ ァ ー が あっ て 、 一 応 史 実 と し て の 卑弥呼 さん を 調べ る ん で すけ ど … 当 た り 前 で すけ ど パ ー ソ ナル に 関す る 記述 
っ て 殆ど な いん で す よ ね 。 衣装 も 何 か ぬ ふん わり と し か わか ら な く て … 知 名 度 は 十 二 分 に ある 人 物 な の に デザ イン 的 な と 


つか か り が 無い 難し い キ ャ ラ で し た 。 (0018) 
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設定 作成 : 経 験 値 ノ キ ャ ラク ター デザ イン 原案 経験 軒 aia 
キャ ラク ター デザ イン : 池澤 真 ノ CV : 石川 界 人 


主 な 登場 作品 : さ ぐだ ぐだ エー ス 、 Fate/Grand Order 
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魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 
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つて も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 
ラン ク C な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て か ら ー 日 間 現 界 可能 。 


ET 


窮地 に お いて 自身 の 状況 と 敵 の 能力 を 冷静 に 把握 し 、 そ の 場 で 残さ れ た 活路 を 導き 出す 戦闘 論理 。 
逆転 の 可能 性 が 1% で も ある の な ら 、 そ の 作戦 を 実行 に 移 は る チャ ンス を 手繰 り 寄 せら れる 。 


新 中 組 の 中 で も 一 、 二 を 争う 強 さ と 言わ れ た 斎藤 の 剣 を 評 し た 言葉 。 斉藤 の 刻 は 流 泊 が よっ き リ せ ず 、 無 外 流 と も 一 刀 


流 と も 言わ れ た が 、 そ の 実 、 相 手 に 太刀 筋 を 悟ら せ せ ぬ 自由 の 刻 で あっ た 。 ま 、 実 の と ころ 適当 に 振り 回 し て る だ け な ん 
で す が ね 。 


左右 両手 か ら 繰り 出さ れる 変幻 自在 の 抜刀 術 。 切 っ 先 か ら 終 横 無尽 に 変化 し て ゆく 型 の な い 剣 術 。 見 切り な ど に よる 予 
測 を 極め て 困難 に する 特殊 な 戦闘 技術 。 


「 利 き 手 ? いや 、 そ の 時 その 時 で 抜き や すい 方 で 抜い て る だ け よ 、 僕 は 。 大 体 、 ん な 事 考 えて る 暇 が めった ら さ っ さと 


斬れ っ て 話 で し ょ ] 


お ぎょ う 。 

無敵 の 剣 と 評 さ れ た 斎藤 一 必殺 の 逆 穴 負 斬り 。 型 を 持た な い 自 由 の 剣 。 

純粋 な 速度 と は 異な る 特異 な 踏み 込み で 接近 、 相 手 の 時 間 認識 と 距離 感 を 狂わ せ 、 問 合い を 誤認 させ て 瞬時 に 斬り 伏せ 
る 。 斬 られ た 相手 は 絶対 に 届か な いと 思わ れ た 距離 か ら 斬 り 伏せ られ る た め 、 気が付け ば 斬ら れ て いる と いう 錯覚 に 陥 
る 。 


お よそ 近接 武器 が 相手 で あわ れ ば 、 槍 で あろ うと な ん で あろ うと 、 対 象 の リー チ を 無視 し 、 あ ら ゆ る 間合い か ら 必 ず 完 手 
で 仕掛 ける 事 が 可能 。 


「 一 故に 我 が 剣 は 、 無敵 


a 


AD 


僕 / 俺 ノー ちゃ ん お まえ / あ ん た / 〇 〇 OO ちゃ ん /OO さ ん /OO 
マス ター ちゃ ん ノ マ ス ター 


〇 性 格 
ヘラ ヘラ 新選 組 の 名 に 恥じ な い 軽薄 さと 、 眼 光 鋭 い 切れ 者 と し て の 、 二 つの 顔 を も つ 男 。 
どちら か が 演技 と いう わけ で も な く 、 ど ちら も 地 で ある と ころ が 斎藤 一 と いう 人 間 で ある 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

と り た て て 入れ 込み も せ ず 、 突 き 放 し すぎ も し な い 程 よい 距離 を 取る タイ プ 。 

だ が 、 ひ と た び 己 の 主として 認め れ ば 決し て 見 捨て る こと は な く 、 い か な る 苦境 に お いて も マス ター の 生存 を 第 一 に 行 
動 する 。 

〇 台詞 例 

MBR. 親愛 を 込め て 一 ちゃ ん と で も 呼ん で くれ 。 い や 、 や っ ぱ ダ メ だ ] 

[流派 ? そん な も ん 関係 ね えよ 。 ま 、 僕 の 場合 、 い うな ら 無 瑞 流 っ て と こ か な ?] 

「 も う 終わ っ て ん だ よ ! どこ に 新選 組 が 残っ て る っ て ん だ 

[副長 … あ ん た まだ … い や 、 そ うさ … そ れ で いい 。 あん た は あん た の 誠 を 買 け ば いい 。 俺 は 俺 の 誠 を 行く と する さ 」 
「 一 ちゃ ん の 無敵 の 剣 っ て の は 、 強 い 奴 と は 戦わ な いっ て 意味 な ん だ よ な ぁ ……」 

「 形 無き が 故に 無形 。 流れ る が 故に 無限 。 故に 我 が 剣 は … 無 敵 
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幕末 の 京都 を 中 心 に 活動 し た 治安 組織 、 

新選 組 の 三 番 隊 隊 長 、 斎 藤 一 。 

沖田 総司 、 永 含 新 八 と 並ん で 新選 組 で も 指折り の 剣士 で ある が 、 出自 や 流派 な ど 不明 な 点 も 多い 。 


幕末 の 動乱 期 か ら 明治 の 世 ま で を 戦い 抜き 、 

その 生涯 を 全う し た 数 少な い 新 選 組 隊 士 。 

剣 の 腕前 は 隊 内 で も 抜き ん で て お り 、 

一 番 隊 隊長 永 食 新 八 は 、 沖 田 総司 を 猛者 の 剣 、 斎 藤 一 を 無敵 の 剣 と 評 し た 。 

隊 内 の 粛清 役 な ど 表 に は 出 な い 任務 を 数 多く 務め た と され 、 一 説 に は 幕府 や 会 津 藩 か ら 新 選 組 へ の 間 者 で あっ た と も い 
われ て いる 。 

事実 、 新 選 組 時 代 の 行動 に は 不審 な 点 も 多く 、 隊 士 の 中 で は ある 種 、 特 別 な 立ち 位置 に いた と 思わ れる 。 


一 見 、 ヘラヘラ し た 二 枚 目 半 と いっ た と ころ だ が 、 時 に 眼光 鋭い 切れ 者 の 一 面 を 覗か せる 。 
と も すれ ば 時 代 錯誤 な 価値 観 に 陥り が ち で あっ た 新選 組 の 隊 士 の 中 に あっ て 、 既 存 の 価値 観 に と ら わ れ な い 和 柔軟 な 生き 
方 を 信条 と し て いる 。 


「 な ーー ん て 、 僕 は 面白 い 方 に つく だ け な ん で すけ ど ね ] 


基本 的 に この よう な 調子 の た め 、 同 僚 の 沖田 か ら は 、 ヘ へ ラ ヘ へ ラ 新 選 組 と か いう あん まり な あだ名 を つけ られ て いる 。 


= 


好物 は 麺類 。 現 界 し て 以降 に 食べ た 、 コ ロッ ケ そ ば が 特に お 気に入り と の 事 。 
「 そ ば つゆ に つけ た コロ ッ ケ が な ん つ 一 か 、 安 っ ぽく て 旨く て 、 た まん な いん だ わ 、 こ れ が ] 


新選 組 最初 期 か ら の 隊 士 で あり 、 局 長 で ある 近藤 や 副長 の 土方 の 信頼 も 厚く 、 重 要 な 任務 の 数 々 を 務め 、 数 多 の 激戦 を 
潜り 抜け た 彼 で ある が 、 や が て は 隊 を 離れ 、 新 政府 に 与 し 、 そ の 生涯 を 全う する 事 と な っ た 。 


晩年 は 口数 も 少な く 、 と り わ け 新選 組 時 代 の 事 に つい て は 多く を 語ら ず こ の 世 を 去っ た 。 


剣士 と し て より も 間 者 と し て の 働き が 多く 、 そ の 本 心 を 明か す 事 の な い 朋 々 と し た 生き 様 は 、 敵 か ら も 仲間 の 隊 士 か ら 
さえ も 、 武 士 と し て の 信念 の な い 男 と 誹 ら れる 事 も 多かっ た 。 


「 ま 、 実際 その 通り な ん で な ん と も ね 。 あっち へ ふら ふら 、 こ っ ち へ ふら ふら 、 そ の 時 その 時 で 面白 そう な 方 に つい て り 
ゃ いい の よ 。 人 間 死 ん だ ら 負 け な わ け で し ょ 、 つ まり 死な な きゃ 負け な いっ て わけ よ 。 こ れ 無 敵 の 剣 の 極意 な り っ て ね 。 
知ら ね ー け ど ] 


plc 


本 の 旗 を 掲げ 続け て 新しい 時 代 を 生き 抜い た の だ 。 


〇 因縁 キャ ラ 

沖田 総司 

あれ ま 、 沖 田 ち ゃ ん じゃ な い の 。 元気 し こ た か ? な ーー ん て 病 で いつ ちゃ っ た わけ だ し 、 ん な わけ ね ぇ か 。 ま 、 味 方 で 
良かっ た わ 。 

お まえ の 刻 と は や り 合い た く な いん で ね 。 は ? こっ ちの セリ フ ? そり ゃ 失礼 し まし た ね 、 と 。 

土方 歳三 

表向き は 距離 を お いて いた が 、 隊 士 の 中 で は 土方 か ら 最も 信頼 され 、 数 々 の 表 に 出 な い 新選 組 の 裏 の 任務 を 請け 負っ て 
いた 。 

時 代 の 流れ ゆえ に 補 を 分 か つこ と と な っ た が 、 副長 で ある 土方 か ら の 信頼 は 時 を 経て も 絶対 的 な も の で ある 。 

山南 敬 助 

真面目 な 親切 者 と ヘラ ヘラ 新選 組 。 一 見 し て 相性 が 悪 そ うだ が 、 生 前 は 妙 に 馬 が 合い 、 同 じ 任務 に つく こと も 多かっ た 。 
山南 を 生き る の が 不器用 と 評 す る が 、 果 た し て どちら が 不器用 だ っ た か は 余人 の 知る と ころ で は な い 。 

永倉 新 八 

実は か な り 仲 が 悪い 。 基本 的 に どの 隊 士 と も 程よい 距離 を 保っ て いた 斎藤 で ある が 、 永 倉 だ け は 別 。 

FRE 

特に 仲 が 良く も 悪く も な い 間 柄 。 生前 は 沖田 と 共に よく つる ん だ り も し て いた 。 

斎藤 は 監視 の 意味 合い も あっ た よう だ が 、 沖 田 は 完全 に 天然 。 ほん と どう か と 思う よ 、 沖 田 ち ゃ ん さあ 。 

坂本 龍馬 

と ころ で 坂本 さん 殺っ た の うち じゃ な いか ら ね 。 

岡田 以蔵 

人 斬り 以蔵 ね え ……、 確 か に 刻 の 腕 は 大 し た も ん だ が 、 肝心 の 世渡り が ダメ ダメ すぎ る で し ょ 。 
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Comment from Illustrator 


は じ め ち ゃ ん は 、 最 初 は 結構 違う 顔 を し て いま し た 。 ど ん な 顔 だ っ た か と いう と 、 レ ア 度 の 低 そ うな 顔 と いう か な ん と 
いう か …。 最 終 再臨 は ちょ っ と その 名 残 が め り ます 。 RED. CHER) 
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¡CHARACTER Profile 


織田 信勝 


1225ৰ ৮7৮ ER] sees 
Eds: Ess Ejes 
Est: EN 164cm EXA 505 


Edo Eo Ec EE Eder Eo 


設定 作成 : IRA ++=229-->" A VER : ERA 
キャ ラフ ター デザ イン : pako / CV : 山下 大 輝 


主 な 登場 作品 : さ ぐだ ぐだ エー ス 、 Fate/Grand Order 


クラ スズ ズ キ ル 


E 魔術 行使 を 無効 化す る 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


4 


ত 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 


ラン ク C な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て か ら 一 日 間 現 界 可能 。 姉 を 失っ た ら 多 分 秒 で 現 界 不能 。 


WIE» 


まお うか いて ん ・ ひ が ん ば な 。 
己 の 消滅 と 引き 換え に 対象 を 強化 する 自害 宝 具 。 
己 の 死 を も っ て 、 姉 を 人 な ら ぬ 魔王 の 道 へ と 歩 ま せ た 信勝 が 唯一 持ち えた 宝 具 。 


本 来 で あれ ば 霊 基 ご と 消滅 し て し まう 宝 具 で ある が 、 と ある 名 も 無き 霊 基 と 同化 し た こと に より その 身 を 撃 ざ と め る こ 
と を 可能 と し て いる 。 


その 名 も 無き 霊 基 も か つて 己 の 姉 を 救う 事 を 願っ た 弟 で あっ た と いう 。 


「 そ う 、 姉 弟 と は 助け 合う 者 な の で すか ら ] 
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人 物 


僕 あな た / ノ 買 様 あぁ いっ /OO マス ター ン お まえ 


〇 性 格 
基本 的 に は 人 当たり の 良い 少年 。 仲 が 良く な る と 多少 気 安 く 振る 舞っ た り も する 。 
武 持 と し て の 才覚 や 手腕 は どちら か と いえ ば 優秀 な 部 類 に 入る が 、 姉 が め ま り に も 規格 外す ざた た め 、 己 を 正しく 評価 


「 げ えっ !? 姉 上 !?] 

「 あ わ わ …、 姉 上 が な ぜ こ こ に !?] 

「 え え 、 も ちろ ん で す ! 信勝 は いつ だ っ て 姉 上 の 味方 

「 女 だ か ら と か いう くだ ら な い 理 由 で 姉 上 を 認め な いな ん て 許せ な い 。 だから 僕 が 対 き 付け て や っ た ん で す よ 則 
「 だ っ て 、 僕 は 、 無能 だ っ た か ら 昌 


「 


あと は お 任せ し ます 、 姉 上 ] 


OMAR 

WHOMEC ZS WHEROB. 

史実 に お いて も 織田 信長 の 弟 で あめ る と いう こと 以外 は 取り 立て て 伝わる こと も 少な く 、 か 細く 貧弱 な 霊 基 。 

本 来 で あわ れ ば 英霊 と し て 召喚 する 事 は 叶わ ぬ は ず で ある が 、 と ある 理由 に より 霊 基 を 得 て 現 界 す る こと と な っ た 。 


尾張 の うつ け と 称 さ れ た 信長 と 違い 、 幼 少 期 か ら 聡明 さ で 知ら れ た 信勝 は 母 で ある 土田 御前 に も 源 愛 され 、 家 中 で も 繊 
田家 の 次 期 当 主として 将来 を 嘱望 され て いた 。 や が て 信勝 は 己 こ そ が 織田 家 当 主 で ある と し て 、 自 分 に 味方 する 家臣 た 
ち を 纏め 、 信 長 に 反旗 を 翻 し た の で ある 。 だ が 二 度 に わた る 斉 反 は 失敗 し 、 そ の 果て に 信長 に 課 殺 され る こと と な っ た 。 


信長 の 弟 で あり 、 そ れ 以 上 で も それ 以下 で も な い 、 そ れ が 織田 信勝 と いう 人 間 の すべ て で ある 。 


姉 が 詞 の すべ て で あり 、 そ の 姉 を 認め な か っ た 戦国 の 世 を 恨み 、 姉 の 障害 と な る で あろ う 家 中 の 者 を 半 き 付け 、 己 も ろ 
と も 粛清 する よう 仕向 ける と いう 狂気 の 行動 を と っ た 。 


姉 上 は 凄い ん で す よ ! 僕 が 思い も つか な か っ た 軍略 や 政 の 形 を 聞か せ て くれ る ん で す ! た ま に 父 上 と 姉 上 が 問答 し て 
いま す が 、 父 上 で すら 姉 上 に は 全然 か な わな いん で すか ら ! BH! こん な 姉 上 が 織田 家 を 継ぐ なら 、 僕 や 尾張 の 民 の 
行く 末 は 何 の 心配 も な いん だ ろう な あ ! 周り に どん な に 強い 国 が あっ た っ て 、 僕 の 素晴らし い 姉 上 に 敵 う 奴 は 何処 に も 
いや し な いん だ か ら ! いつ も 僕 を 助け て くれ る 姉 上 、 い つも 僕 を 導い て くれ る 姉 上 、 い つも 凛と し て 美しい 姉 上 、 た ま 
に 僕 に 笑い か け て くれ る 姉 上 、 あ あ 、 姉 上 が いる この 世界 の な ん と 素晴らし い 事 か ! そん な 姉 上 の 邪魔 に し か な ら な い 
くだ ら な い 僕 。 な ん で 皆 に は これ が 分 か ら な い の だ ろう 。 ああ 、 そ うか 、 こ いつ ら は 馬鹿 な ん だ 。 僕 は 自分 が 愚か だ と 
知っ て いる けど 、 こ いつ ら は 姉 上 の 素晴らし さも 理解 で き な い ほど の 馬鹿 な ん だ 。 それ も これ も 僕 な ん か が 生ま れ た か 
らい け な い ん だ 。 素晴らし い 姉 上 の 弟 な ん て 僕 に は 過ぎ た 生 な ん だ 。 そう だ 、 き っ と そう な ん だ 。 こ ん な 僕 が いつ まで 
も 姉 上 の 足 を 引っ 張っ て いる な ん て 許さ れ な い 。 そ う 、 何 より 僕 自身 が 許せ な い 。 こ ん な 僕 が 姉 上 の 弟 で ある こと に ! 


メア 


だ か ら み ん な 、 み ん な 燃やし て し まお う 。 姉 上 の 邪魔 に な る も の は 僕 が みん な まとめ て 燃やし て し まお う 。 も ちろ ん 僕 
も ! さあ 、 姉 上 、 僕 を 殺し て くだ さい ! 無能 な 僕 を 決し て 許さ な いで くだ さい ! 姉 上 の 手 で 僕 を 殺し て くだ さい ! € 
し て つい に この 時 が 、 僕 が ……、 僕 が 姉 上 に 殺さ れる 時 が ! 


_ ঝা 本 当 に あり が と う ご ざ いま す ! 


あく まで 仮定 の 話 で ある が 、 大 名 な ど で は な く 席 民 に 生ま れ て いれ ば 姉 弟 仲 野 まじ く 生き る 未来 も ちっ た の か も し れ な い 。 


余 譜 で は ある が 、 此 度 の 現 界 に 際 し て 信長 の 霊 基 の 切れ 端 だ か 何だ か よく 分 か ら な い 、 例 の 謎 の ナマ モノ も 信勝 の オプ 
ショ ン 的 な も の と し て 召喚 され て いる 。 信 勝 晶 く 、 地味 に 最新 仕様 この こと な の で 旧型 と の 違い を 探し て みる と 暇 つ ぶ 
し に は な る か も し れ な い 。 


織田 信長 

ずっ と 一 緒 に 楽し く 暮らし た か っ た 姉 上 。 

沖田 総司 

姉 上 に 気 安 く な いで す ? 僕 より 姉 上 と 仲 が よさ そう だ な ん て 許せ ませ ん よ ! 

菜々 

確か に 姉 上 の 面影 が の り ま すけ ど 、 姉 上 に は か な わな いで すか ね 。 な に が だ よ 。 

羽柴 秀吉 

誰 で す ? えっ 、 姉 上 が 目 を か け て いた 武将 !? ゆ 、 許 せな い ……! いえ 、 姉 上 の 役に立つ な ら 別に いい ん で す が ……、 
や っ ぱり 良く な い ! 

柴田 勝家 

織田 家中 で も 抜き ん で た 将 才 を 認め て お り 、 姉 の 助け と な る 臣 と し て 仕え る よう 仕向 けた 。 

森長 可 

可 成 の 息子 な ら あの 槍 指 きも 納得 で す 。 姉 上 の 言う 事 を 聞か な いと いう の は 許せ ませ ん が ! 

FL 

姉 上 の お 気に入り の 小姓 !? う 、 羨 まし い ……! 

TORTA 

EDREAL ER TIED HNOBORERE. 

お 互い に サー ヴァ ント た りえ な い 脆 弱 な 零 基 で あっ た が 、 そ の 在り 様 は どちら も 姉 を 助け る 者 で あっ た の だ 。 
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/ 
A2BRONBO KARA THERM + 5 POMICRA THSELTEODTE 215.9) MHA TUNES. B 
い 顔 が 似合っ て いな く て と て も 可愛 いと 思う 。(pako) 


設定 作成 :amphibian プ キ ャ ラフ ター デザ イン : き ば どり リュ ー 
CV: 高 橋 花 林 


登場 作品 :Fate/Grand Order 


৷ 


外 な る 宇宙 、 虚 空 か ら の 降臨 者 。 。 
邪神 に 魅入 られ 、 権 能 の 先 触 れ を 身 に 宿 し て 揮 う も の 。 


= = 


無 二 に し て 特異 な る 画 二 に より 、 見 る 者 の 精神 を も 揺るが す 絵画 を 迅速 に 生み 出す 。 
た だ し 、 そ の 能率 や 品質 は 精神 状態 に より 大 きく 左右 され る 。 


A 


、 


い 神 性 を 継承 する 。 

水 霊 に 近い アイ デン ティ ティ を 選 必 場合 、 神 性 は さら に 高まる 。 
ーー ーーー 

向日葵 の 呪い : A 


原型 で ある 水 霊 の エピ ソー ド か ら 生 まれ た 独自 スキ ル 。 

決し て 自害 で きず 、 自 害 を [開花 」 に 置換 する 。 

通常 は 身体 の 部 分 的 変形 に 留まる が 、 よ り 深刻 な ケー ス で は 自ら を デザ イン し た 「 花 の 邪神 」 その も の へ の 変異 至っ て 
し まう 。 
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7a 
০4 


৷, 


虚数 空間 で 「 つ ぎ は ぎ 」 され た サー ヴァ ント と し て の 特質 と 、 画家 ゴッホ の 画 が 融合 し た スキ ル 。 
本 来 魔術 や 神秘 と 無 緑 な 近代 画家 の 画 オ か ら 、 魔 術 的 事象 を 発生 させ る 。 
虚数 魔術 と 似 て 非 な る 独自 体系 の 技術 で あり 、 そ の 深 興 を 真 に 理解 し 行使 する こと は 彼女 に し か で き な い 。 


「 つ ぎ は ぎ ] され た 画家 と 妖精 の 魂 が 、『 身 を 尽く す 狂 気 ] に より 共鳴 し 転じ た スキ ル 。 

任意 の 対象 1 体 に 、 そ の 対象 が 「 そ の 時 最も 望 お 加護 ] を 与え る こと が で きる 。 

その 本 質 は 「 尽 くし 、 教 え 、 導 く こ と 」 だ が 、 そ の 方 法 を 痛み 、 呪 い 、 あ ら ゆ る 好ま し く な いも の を 一 身 に 背負 うこ 
と ] に 依っ て いる た め 、 度 を 越せ ば 自害 と 何ら 変わ ら な い 結果 に な る だ ろう 。 


デ ・ ス テー レン ナ フ ト 。 

サン ・ ポ ー ル 療 義 院 の 窓 か ら の 光景 を 想い 描い た 、 幻 想 的 な 給 。 そ の 人 智 を 超え た 世界 観 が カン パス か ら あ ぶれ 、 固 有 
結界 を 形成 し 、 現 実 を 侵食 する 。 

結界 内 で 目 を 開く も の は 精神 崩壊 に 至る 。 外 宇宙 の 高 次 生命 と 通ずる 存在 は 精神 的 パス が 拡張 され 「 神 化 ] と 称す る 逸脱 
的 強化 状態 に 至る 。 

[神化 | 状態 は 一 時 的 な も の に と ど め る こと も 可能 だ が 、 調整 に 失敗 し た 場合 は 不可 逆 的 変異 と て なり 、 こ の 場合 対象 は サ 
ー ヴ ァ ン ト の 枠組 み を 外れ て し まう 。 

晩年 の ゴッホ は 不可 解 な 精神 疾患 の 発作 に 苦し みつ つ 、 信 仰 と 善 な る も の を 求め て 絵筆 を 執り 続け た 。 

その 狂気 じみ た 執念 が 外 な る も の ども に 利用 され 、 他 者 の 霊 基 や 精神 構造 を 改変 ・「 神 化 1 する 禁断 の 宝 具 と な っ た 。 


= = = 


ペッ ト ・ ヒ ェ ー レ ・ ハ イス 


黄色 い 家 


ヘッ ト ・ ヒ ェ ー レ ・ ハ イス 。 
ゴッホ の 才 を 開花 させ る 転機 と な り 、 ゴ ッ ホ の 夢 の 破綻 の 舞台 と も な っ た 、 南 仏 アル ル の 居宅 を 絵 で 再現 する 。 

敵 に 対し て は 南仏 を 昔 む 寮 風 ・ ミ スト ラル の 嵐 に よる 被害 を 与え 、 黄 色 い 家 結界 の 内 側 の 味方 に 対し て は 手厚い 加護 
を 与え る 。 

し か し 黄色 い 家 の 内 部 で は 不 和 と 呪い が 徐々 に 充満 する た め 、 使 い 続け れ ば 味方 問 の 争い に 発展 し か ね ず 、 運用 に は 充 
分 な 注意 が 必要 。 

(「FateGO] で は スキ ル と し て 使用 ) 


ゴッホ ノン わた し (滅多 に 口 に し な い ) 
〇 〇 さま / あ な た さま ノ / 〇 〇 ちゃ ん (打ち 解け た 相手 、 年 の 近い 相手 、 後 募 や 格下 と 見 た 芸術 家 の み ) /OO (If 
UIST. 対等 と 認め た 芸術 家 の み ) 

তরে 〇 〇 さま (接尾 辞 は 二人称 と 同じ く 変化 ) 


常に ウフ フ 、 エ へ へ と 笑み を 漏らし て いる 。 妨 び 笑い ・ 自 距 ・ 緊 張 か ら の ひき つつ た よう な 笑み ・ 構 想 や 妄想 に 浸っ て 
の ほ く そ 笑み な ど 、 内 訳 は 複雑 。 

জি) DSS, 気 負 っ て 行動 し て は 空 回 っ て 自責 ・ 自 虐 に 走る 、 いじ らし い が 危 な っ か し い 少女 。 

献身 的 な 一 方 で 、 自ら の 欲望 に 正直 な 面 、 謀 に 長け る 面 も ある 。 

その よう な 自分 を 強く 卑下 する 一 方 で 、 絵 画 ・ 芸 術 に 関し て は 誰 に も 負け な いと いう 空 より 高い プラ イド を 持ち 合わ せ 
て いる 。 

作品 に 対す る 謙 有 や 自虐 を 真 に 受け て こき 下ろ す と 、 深 刻 な 対立 に 陥る 可能 性 が ある た め 注 意 が 必要 。 


「 つ ぎ は ぎ 」 0728, 20743 


ティ ティ に 深刻 な 問題 を 抱え て いる 。 後述 


〇 マス ター へ の 態度 
マス ター や その 仲間 に 尽く すこ と を 己 の 存在 意義 と と ら え 、 ま さ に 召使 の 如く 接する 。 

どん な 命令 に 対し て も 卑屈 な ほど 従順 に 応じ る が 、 特 に 絵 を 描け る 機会 与え られ る と 喜ぶ 。 

自分 の アイ デン ティ ティ に 踏み 入ろう と する 質問 や 命令 は 正常 に 理解 で きず 、 無視 や 逃避 で 応じ る 。 こ れ を 繰り 返す と 
徐々 に 狂気 を た め 込 ん で し まう 。 

精神 状態 に か か わら ず 、 大 メシ を 食らい 


画材 を 使い まく る 。 魔術 的 に も 経済 的 | 費 家 な た め 注 意 . 


台詞 例 
「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ フ ォ ー リ ナー。 見 て の 通り 、 ゴ ッ ホ で す 。 一 緒 に 世界 を 塗り 替え まし ょ う ね …… な 、 


「 ユ ゥ ユゥ さま が 、 悠々 …… ウ フフ …… ゴ ッ ホ ジョ ー ク ……」 

[ゴッホ が …… わ た し が 、 知略 …? エヘヘ へ …… エ へ へ …… エ へ へ … 違 う …… 違 う 違 う …… そ ん な ん じゃ な い …… わ 
た し は た だ 、 ひ と を お と し いれ る こと が と くい な だ け だ | 

「 そ れ で は 、 こ れ に て 、 握手 を 送り ます - つて 、 ハ ウッ 、 触 手 が 、 抜 け 、 抜け な …… あ っ あっ あっ 、 だ - 
12) 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ヴィ ン セ ント ・ ウ ィ レ ム ・ ヴ ァ ン ・ ゴ ッ ホ は 19 世 紀 の オ ラン ダ 出 身 の 画家 。「 ヴ ァ ン ] は ミド ルネ ー ム で な く 、「 ヴ ァ ン 
・ ゴ ッ ホ ] で 一 つの 姓 で ある 。 

10 年 程度 の 短い 画家 人 生 で 大 量 の 作品 を 遺し 、 現 代 世界 で 最も よく 知ら れ た 芸術 家 の 一 人 と な っ た 。 

し か し 大 き な 評 価 を 得る こと は な く 、 画 商 で あっ た 実弟 テオ ドル ス (通称 テオ ) の 援助 に 頼っ て 細々 と 活動 し 続け る も 、 
次 第 に 精神 を 病み 、 自 ら 命 を 絶っ た 。 

『 ゴ ー ギ ャ ン に 左 耳 を 切り 落と し て 贈っ た ] エピ ソー ド を 始め 、 過 剰 な 情熱 や 執念 を 感じ させ る 逸話 を 多数 持ち 、『 炎 の 
画家 」「 狂 気 の 天才 」 の イメ ー ジ で 語ら れる こと も 多い が 、 友 人 (特に テオ ) に 列 て た 大 量 の 手紙 か ら は 、 恋愛 や 経済 に 悩 
み 、 文 学 や 娯楽 に ハ \ け リ 、 人 生 の 上 り 下 り に 一 喜一 胡 す る 、 人 間 ら し い ゴ ッ ホ の パー ソナ リティ を 垣間見 る こと が で き 
る 。 

[握手 を 贈る ] と いう 口癖 も 、 彼 が よく 用 いた 手紙 の 結び の 言葉 に 由来 する 。 


クリ ュ テ ィ エ は 、 ギ リ シ ャ 神 話 に 語ら れる ニン フ ( 山 や 川 や 木 な ど に 宿る 、 美 女 の 姿 を し た 精霊 ・ 小 神 ) 。 
海神 オケ アノ ス と テテ ュ ス の 間 に 生ま れ た 、 オ ケア ニス (複数 形 オ ケア ニ デ ス ) と 呼ば れる 3000 柱 も の 美しき 水 の ニ ン 
2, KEDOEUo 
ALY vEAIAEAOIMR * UII NTC RO OREA BON ENDE. REICKIOTLV ITA MITE 
破滅 させ た 。 
その 結果 アポ ロン の 能 愛 を 取り 戻す こと は 叶わ ず 、 彼 女 は 最後 まで アポ ロン に 対す る 一 方 的 な 想い を 抱き 続け 、 つ い に 
は 自ら を 一 輪 の 花 へ と 変え て し まっ た 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

芸術 は 時 に 、 人 の 世 の 理 、 す な わ ち 人 理 を 超越 し た 領域 に た どり 着く 。 

画家 ゴッホ の 類 ま れ な 作品 群 の 中 に も 、 そ の 領域 に 達し た も の が いく つか あっ た 。 テ オ の 倉庫 に し まわ れ た まま の それ 
ら に 最初 に 目 を 付け た の は 、 他 の 画商 で も 批評 家 で も 好事家 で も な く 、 人 理 か ら 遠 く < 逸脱 し た 外 宇 宙 の 知 的 存在 だ っ た 
ーー 少な く と も 画家 の 夢うつつ の 精神 の 内 に 生じ た MEI は 自身 を そう 称し た 。 こ の 時 点 で 「 外 宇宙 の 知 的 存在 ] な る も 
の が 実在 し た 証拠 は な く 、 単 に 画家 の 妄想 、 あ る い は 狂気 の 象徴 に 過ぎ な か っ た の か も し れ な い 。 

と も か くも 、『「 花 」 は 様々 な 見 返り や 田 し を 提示 し て 画家 に 服従 を 迫っ た が 、 画 家 は 決し て 屈 さ な か っ た 。 

総計 2000 点 を 超え る 作品 群 の 完成 と 、1 丁 の ピス トル の 撃 発 を も っ て 、 画 家 は 狂気 に 勝利 し た の で ある 。 

ーー た だ し 、 彼 の 敵 は 、 死 に よる 敗北 を 認め る ほど 素直 で も 善良 で も な か っ た 。 


フォ ー リ ナー の ヴァ ン ・ ゴ ッ ホ は 、「 花 の 邪神 ] な る 存在 が 何ら か の 手段 で 虚数 空間 に 発生 させ た 違法 霊 基 で ある 。 

その 正体 は 、 ギ リ シ ャ 神 話 に 登場 する ニン フ の クリ ュ テ ィ 工 に 、 画 家 ゴ ッ ホ の 記憶 と 画 地 、 そ し て 虚数 適応 能力 や 邪神 
自身 の 端末 な ど を 埋め 込ん だ 『「 つ ぎ は ぎ 」 ORB. 

零 基 組成 は 80% が クリ ュ テ ィ エ の 肉体 と 精神 、5% が 画家 ゴッホ の 記憶 と 画 才 、15% が 虚数 由来 の プラ ッ ク ボ ックス 
と され る 。 小 規模 と は いえ クリ ュ テ ィ エ は 真正 の 神 で ある た め 、「 早 折 し た 人 間 の 記憶 と 画す 」 の 容量 が 占め る 割合 は 相 
対 的 に 低く な る 。 


性 格 や 在り 方 に 相 通 ずる も の が あっ た と て 、 種 族 も 出身 も 性 別 も 異な る 二 者 の 「 つ ぎ は ぎ ] に は そもそも 無理 が ある 。 € 
れ は ゴッホ の 精神 の 不安 定 さと し て 表れ 、 結 果 彼 女 は 常に 「 自 分 は 何者 か ] と いう 問い …… ア イデ ン テ ィ テ ィ ・ ク ライ シ 
ス に 苦し むこ と と な っ た 。 
クリ ュ テ ィ エ 由来 の ERDE スキ ル に よっ て 、 ゴッホ は 自害 を 禁じ られ て いる 。 アイ デン ティ ティ ・ ク ライ シス 
に よる 不可 台 的 な 狂気 の 高まり が 凌 値 を 超え た と き 、 彼 女 に 残さ れ た 道 は ふた つ し か な い 一 那 神 に 屈し て 宝 具 [ 星 月 
夜 ] を 解放 し 、 異 界 の 狂気 と 邪神 の 降臨 を も た ら す か 。 あ る い は 開花] を も っ て 自ら 邪神 へ と 転身 する か 。 ど ちら も 人 


理 を 即刻 終わ ら せ か ね な い 人 危機 と いえ る 。 
通常 まず 召喚 され る こと の な い 英霊 だ が 、 も し 召喚 が 成っ て し まっ た 場合 、 い か に 彼女 に 安定 し た アイ デン ティ ティ を 
与え られ る か が 危機 を 脱 す る 鍵 と な る 。 間 違っ て も 、 令 呪 に よる 自害 を 試み て は な ら な い 。 

最終 的 に 至る アイ デン ティ ティ に より 、 名 乗る べき 真名 、 性 格 や ステ ー タ ス も 変化 する 。 あ る 意味 で 成長] し うる 、 珍 
০৬৪২৪8৫872০ 


ダジャレ 好き で 、 自 虐 も 悲観 も 一 発 ギ ャ グ も 全部 まとめ て [TV 321 と 称し 連呼 する 。 

これ は 画家 ゴッホ の 手紙 か ら 垣 間 見 える 文学 思考 や 、 想 い 人 か ら の 痛烈 な 拒絶 の 言葉 を 好き 好 ん で 連呼 する な ど 対応 に 
困る ユー モア セン ス 、 そ し て か つて は 太陽 神 に 愛さ れ た で あろ う ク リュ ティ エ の 愛 婚 な ど に 根差し た も の 。 
呼吸 の よう な も の な の で 、 微 笑っ て スル ー で 問 


〇 通常 武器 

ヒマ ワリ の 花 を 模 し た 、 巨 大 な 絵筆 を 用 いる 。 
この 絵筆 は 「 虚 数 美術 に より 伸縮 ・ 変 形 自 在 で あり 、 時 に 大 型 火器 や 、 巨 大 な 回 転 ノコ ギリ の よう お 形態 を と っ て 敵 を 
BATS. 

[ 絵 第 が し ゃ べ っ た ] と いう 噂 も ある 。 

Hala 「 虚 数 美術 ] の 応用 に より 自在 に 虚空 より 出没 する 「 触 手 め いた 何 か ] に よる 攻撃 が 主 と な る 。 


虚数 事象 化し た 「 イ マジ ナリ ・ ス クラ ン ブ ル ] に お いて アイ デン ティ ティ ・ ク ライ シス か ら 救 っ て くれ た 恩人 。 
それ が な く と も 、 幻 霊 と いう 在り 方 の 近 さ 、 さ ら に 近代 ヨー ロッ パ と ギリ シア の 両方 に 起源 を も ち 、 強 力 な 海 の 加護 を 
有する な ど 、 多 く の 共 通 点 か ら 親 し み を 感じ る 相手 。 

葛飾 北斎 

画家 ゴッホ が 生前 に 浮世 絵 に 強く 惹か れ 、「 影 の な い 国 」 へ の 憧れ を 抱く 一 因 と な っ た 人 物 。 

尊 薇 に 値する 画家 で あり 、 対 等 に 腕 を 競 え る 好敵手 で ある …… な ど と 一 方 的 に 思っ て いる 。 


BRIE 

虚数 事象 化し た 「 イ マジ ナリ ・ ス フク ランブル] に お いて 因縁 が 生ま れ た 相手 。 

フォ ー リ ナー と いう 霊 基 に 終始 つい て 回 る 危険 を 、 互 い に 助け 合っ て 乗り 越え た い 。 

た と え あ な た さま が 覚え て いな く と も 、 理解 さ え し て いな く と も 。 

フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 

「 つ ぎ は ぎの 怪物 ] 同士 と いう こと で 、 緊張 はず に 話せ る 相手 。 

マル タ 

画家 ゴッホ が 生前 に 題材 と し た こと の ある 人 物 。 

[活动 的 生活 | を (ET) 体現 する 彼女 は 、 労 働 の 美 を 尊ぶ ゴッホ に は 当然 、 敬愛 の 的 で ある 。 
パリ ス 

水 霊 ク リュ ティ エ の 生前 の 想い 人 、 ア ポロ ン を 引き 連れ て いる 人 物 。 

ゴッホ 本 人 の 記憶 で は 特に 思い 当たる こと は な いも の の 、 クリ ュ ティ エ の 自覚 を 得 て か ら は 何と な く 気 に は る よう な 、 胸 
が 苦しく な る よう な 感覚 を 覚え る こと も 。 
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DA - 4 よい うこ と で" 
গা ৷৷ ৮৮ 


Comment from Illustrator 


「 依 存 的 で 自 傷 的 な 性 格 が 若干 不気味 だ が か わい らし い 子 を !] と いう ご 指定 を いた だ き 、 私 が 好き な 要素 し か 無い ぞ !? 
と な りな が ら 心 を 込め て …… と いう が 私 の 魂 持 っ て け ~-! み た いな 気持 ち で デザ イン させ て いた だ きま し た 。 と て も 楽し 
か っ た で す 。「 病 的 な 花 ] と いう コン セプト に も 従い つつ 、 第 一 再臨 か ら 第 二 、 第 三 再 臨 と 進ん で いけ ば いく ほど 見 知っ 
た 花 に 近い 雰囲気 か ら 地球 外 な 花 の 雰囲気 に な っ て いく よう に (な っ て いた らい いな ……) 、 ま た 、 画家 ヴァ ン ・ ゴ ッ ホ 
の 特徴 の ー つ で ある ME] を し っ か り 取り 入れ た いと も 考え た も の で すか ら 、 デザ イン 案 が し っ ちゃ か めっちゃ か に な 
り そ う な と ころ で し た 。 が ! 武内 先生 や ライ ター の あん ひび あん 先生 に 凄く うま くま と め て いた だ け ま し た 。 感謝 し て 
も し きれ ませ ん 。( き ば どり リュ ー) 


O Baker" ধ্ৰু 
Fr DIAS AARNE NE 4-7 ) 


CHARACTER Profile 


© ৮৮৭১ e BS 2৮ 


pr ratita AR TE nt 


1940 3 


খন ৫৯ nio dee 
ER 
Kran ne dt 


-. . a ৬৯ 
S 


=) = 
ab に な る 


3 @ 中 we hi oC 
ag ৮০০, 
ae = 
48 L 
か NB 
BN 


RE 
& 


Ar 
si 
4 ॥ 
A 

J 


IO La, ANS 
23 AIR 
5 ->৯ AR 
> 


Gn 
A SA \\ eur Re et 


\ 1 ০ 
১১ 


১85২ “war 


人 ます っ て 
71512: 
PO Rls ২41৩৪ 3 


৯২৯ 


টী EL E (CEE) 
で 見 し て 

LF 81278 ৯ 
Barz 
16421 ERA 


NS) 9২ 


Lora be 
Me BREF 
teh নটৰ ) を 
キャ ty パ ス ヒ す る 


NIT ga SHE 
FAA E ERA 


বো 
て で $2 (93৫5৮ ) 


宝 具 第 一 段階 


宝 具 第 二 段 阶 


239 


CHARACTER Profile 


イベ ント CG 


243 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order Der 
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イダ ー = 
1471 不明 一 男性 召還 時 は 性 別 が 定まっ て いな か っ た 。 キャ ブテン ネモ と じ て 有 る こと を 決め て か ら は 男性 体 に 。 作 中 で は トリ トン 
を 「 海 神 の 候 子 」 と 説明 し て いる が 、 Fate ARTE tocas 1 EE +o eo = 5 


a EE 欧 州 、 イ ンド 
Hm [EF 15007 [EXA 40k8 


Edc Glas Ec Ga, ES, Ele 


er 
定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラク ター デザ イン :DANGERDROP 
CV: 花 守 ゆ みり 


ウラ スス キル “ 


騎乗 : 
A 


ーー z y 


時 に 神 と も 称 され る トリ トン は 高い 神吉 適性 を 持つ 。 


海神 の 加護 


海神 ポセイドン を 父 と し 、 ア ン ピ ト リ テ を 母 と する トリ トン は 、 生ま れ な が ら に 海洋 に 親しみ 、 海 神 の 加護 を 受け る 。 
al, あら ゆる 水 が 自 発 的 に トリ トン (ネモ ) OBS. 意志 に 従う っ 。 パッ シブ スキ ル な の 
は その た め 。 

真水 で あろ うと 海水 で あろ うと そこ に 差 は な い 。 

と は いえ 、 あ る 程度 まで まとまっ た 「 水 ] で な けれ ば な ら な い 、。 空気 中 の 水分 子 や 、 生 体 の 内 部 に 含ま れる 水分 は 操作 不 
能 。 水辺 で の 防御 力 が アッ プ す る 。 


BOMBS : C++ 


船 民 御 用 達 スキ ル 。 ト リト ン は 船乗り で は な く 、 ネ モ は その 船 が 高 性 能 だ っ た た め 、 ROMEU e 経験 は 少 
な く 、 他 の 船長 系 の サー ヴァ ント より ラン ク は 低い 。 


た だ し フィ ー ル ド が 『 海 ] で ある 場合 、 そ の 効果 は 倍増 する 。 ラン ク に 「++」 が 入っ て いる の は この 特性 か ら で ある 。 
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ES こ な っ た も の 。 
戦闘 続行 と NP 獲 得 だ が 、HPO に な っ て ガッ ツ が 発動 し た 際 、 さ ら に NP を 大 量 に 獲得 する 、 と いう 隠さ れ た 効果 が あ 
る 。 
船長 た る も の 、 窮 地 に 陥っ た 後に こそ 逆転 の 炎 を 燃やす の だ 。 


か つて アル ゴー 号 を 導い た トリ トン は 、 英 雄 た ち を 導く 性 質 を 持つ 。 

見 知ら ぬ 土地 、 見 果て ぬ 世 界 を 目指 す 人 々 の 希望 を 受け 止め 、 そ れ を 守護 する トリ トン は 、「 境 界 を 越え 、 よ り よ い 世 界 
を 目指 す 」 少女 げ ・ ヴ ィ ン チ の あり 方 と と て も 相性 が 良い 。 

こち ら も フィ ー ル ド が 「 海 ] で ある 場合 、 そ の 効果 は 倍増 する 。 


アロ ニク ス は 海底 二 万 マイ ル の 主人 公 の 教授 。 物語 の 冒頭 で 彼 が 「 角 を 持つ 怪物 』 を 想定 し て いる こと を 受け て の 命名 。 
シャ ドウ ・ ボ ー ダ ー に この 機構 を 付け る 事 で 「 衝 骨 を 持つ 海中 の 生命 ] と いう 在り 方 を 付加 し 、 ネ モ は 自身 の 宝 具 で ある 
ノー チラ ス と シャ ドウ ・ ボ ー ダ ー の 同一 化 を 果たし た 。 

異聞 帯 イ ンド に お いて 、 ネ モ は ノウ ム ・ カ ル デ ア の スタ ッ フ の 勇気 と 殺 持 を 認め 、 船 長 と し て 従事 する 道 を 選ん だ の で 
ある 。 


後に ノー チラ ス は シャ ドウ ・ ボ ー ダ ー か ら ス トー ム ・ ボ ー ダ ー に 証 開 機構 を 切り 替え 、 ノ ウム ・ カ ル デ ア の 旗艦 と な る 。 


HH} 
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খূ 


BISTEX. BRADAER 


グレ ー ト ラム ・ ノ ー チ ラス 。 

潜水 艦 ・ ノ ー チ ラス 号 を 限定 召喚 し 、 備 わっ た 大 衝 表 を 用 いて 突撃 を 行う 。 敵 が どれ ほど 巨大 な 存在 (ATH. BAM 
ABEL) CORES, INICER - ARTS. HAGRREBU TUDO 

水 の な い 場 所 (地上 や 空中 ) で も 使用 可能 だ が 、 水 中 、 海 中 で あれ ば 命中 率 が 著しく 上 昇 し 、 威 力も る 向上 する 。 
フィ ー ル ド : 水辺 だ と 性 能 が 上 が る 、 珍 し い 宝 具 。 
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も と も と は 素直 で 優し く 、 誰 か ら も 愛さ れる 性 格 だ っ た トリ トン 。 
信念 の 人 で あり 行動 力 の 化身 だ っ た ダカール 王子 。 
この 二 つ の 英霊 が 合わ さっ た 「 幻 霊 ] で わる た め 、 ネ モ の 性 格 は それ ぞ れ の オリ ジ ナ ル か ら や や 逸脱 し て いる 。 


トリ トン で あり ネモ で ある この 英霊 は ひと つの 信念 を 得 た 。 

すなわち [MECC ORM!) CHS. 

親 で ある 神 が 相手 で あっ て も 、 弱 者 を 虐げ る 事 は 許さ な い 。 

皮肉 な こと に 、 そ れ は 現代 の 人 間 社 会 (消費 文明 ) へ の 反発 に も 繋が っ て いる 。 

ネモ は 今 で も ヨー ロッ パ の 文化 を 前 に する と 少し ムッ と する 。 無論 ギリ シャ も 例外 で は な い が 、「 海 の 世界 に 国境 は な 
い ] と の こと 。 海 の 子 ト リト ン は セー フ 、 お むし ろ ラ ブ な の で ある 。 

登場 時 の ネモ は 、 主 人 公 に も マシ ュ に も 感情 を 見 せよ うと し な い 。 

ネモ …… ダ カー ル 王 子 の 記憶 が 無垢 な る トリ トン の 玩 を 居 え させ 、 悲劇 を 生み 出す 「 人 間 た ち 」 に 対し て 本 能 的 な 警戒 必 
を 抱い て し まっ た 。 

ゆえ に 、 ひ どく ぷっ きら ぼう な 物言い を する の だ が ……。 


本 来 の 性 格 と し て は 、 素 直 で 人 懐 っ こく 、 一 度 気に入っ た 相手 は 絶対 に 見 捨て な い 。 

多く の 船員 の 命 を 預かる も の と し て 他人 に 厳し く 、 そ れ 以 上 に 自分 に 厳し い 。 

どの よう な 窮地 に 陥っ て も 打開 策 、 解 決 案 を 模索 する 不屈 の キャ プ テ ン な の で 、 表 情 は つね に クー ル 。 

ネモ の 表情 が 陰り を 見 せ た 時 、 そ れ は も う 『 何 を し て も も う 打 開 策 が な い 」 事 を 意味 する 。 

旅 の 最後 まで 見 届け る 事 は で き な く て も 、 自 分 の 目 の 届 く 限り に は 、 最 大 限 の 祝福 を 与え 続け る 、 人 を 慈しむ 英霊 で あ 
る 。 


ネモ の 名 を 持っ て は いる が 、 ト リト ン は 冒険 の 旅 を 祝福 する 者 で ある 。 

改め て カル デア の サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 時 点 で 、 主人 公 を 冒険 者 ・ 旅 人 と みな し て いる た め 、 大 い に 祝 福 し 、 道 
を 示す だ ろう 。 

始め は 自分 の 役割 に 徹し 、 マ スタ ー で あろ うと 「 自 分 は あく まで 潜水艦] と し て 自分 を 出す 事 は な い 。 

信頼 に 値する 人 物 と 判り 、 警 式 心 が 解け る と 逆 に と て も 距離 が 近く な る 。 無口 な と ころ は 変わ ら な い が 。 

「 分 割 思考 」 が 常に な か つて いる た め 脳 の エネ ルギー 消費 が 高く 、 甘 い 物 を 求め て いる 。 求め て いる が 、 船 長 と いう 立場 上 、 
決し て 人 前 で は 口 に し な いよ うに し て いる 。 

ノー チラ ス が 入港 し た 時 は みん な に 黙っ て 、 こ っ そり 喫茶 店 に パフ ェ を 食べ に 行く 。 


〇 台詞 例 
(真名 を 明か す 前 ) 
「 げ 解 


「 避 うん 。 そう な ん だ ] 

「 ア ン モ ナイ ト の よう に 可愛 い ] 

「 ヒ ト デ の よう に キュ ー ト ] 

「 マ ン ボ ウ の よう に 勇敢 | 

[ーー 一 真名 は 、 今 は 言わ な いで お く よ ] 


CHARACTER Profile 


> \ \ ER アン 
シー Vi । SS 1 SS A এ 


「… 僕 は 誰か で あっ て 、 誰 で も な い 。 名 前 も 。 呼び た けれ ば 、 名 無い で いい | 


(テン ショ ン が 高い 時 ) 

潜水 、 開始! ヨー ソロ ー 昌 

[誰か を 虐げ 、 咲 笑う 事 を 、 僕 は 許さ な い 。 キャ プ テ ン ・ ネ モ が 許さ な い 日 
トー 一 準備 は いい ね ! ノー チラ ス で 往く 


ESE FUT 2 FE বম ক < ZTE 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

紀元 前 八 世 紀 頃 に 著 さ れ た ヘ へ シオ ドス の [ 神 統 記 ]| に よれ ば 、 ト リト ン は 海神 ポセイドン を 父 に 。、 ア ン ピ ト リ テ を 母 に 生 
まれ た 。 

アン ピ ト リ テ は 海神 ネ レ ウス と 大 洋 の 娘 ド リス と の 間 に 生ま れ た 、 五 〇 人 の 娘 の 一 人 で 、 ト リト ン 自 身 も 海 の 深淵 を 司 
る 海神 で あり 、 冒 険 の 旅 を 行う も の の 祝福 者 で も ある 。 

紀元 前 三世 紀 に 書か れ た 「 ア ル ゴ ナ ウ テ ィ カ ] に よれ ば 、 その 真 の 姿 は 上 半身 は 至福 の 神 の 如き 美 し さ で 、 下 半身 は 海 の 
怪物 の よう な 二股 に 尾 が 分 か れる 恐ろし い 姿 を し て いる 。 た だ し 、 ア ル ゴ 一 号 の 乗員 た ち を 導い た 際 に は 、 人 間 の 姿 を 
と っ て 顕 れ た と いう 


〇 「FateGO| に お ける 人 物 像 

海 の 神 々 に 愛さ れ な が ら 育 っ た 人 魚 、 ト リト ン 。 

[海底 二 万 マイ ル 」 に 綴 ら れ た ダカール 王子 (キャ プ テ ン ・ ネ モ ) な いし その モデ ル と 思しき 人 物 。 

その 二 つ が 合わ さっ た DM. 

亜 種 特異 点 ・ 新 宿 で の み 成 立 し た 「 幻 霊 ] だ が 、 そ の デー タ を ハッ ク し た アト ラス の 錬金術 師 ・ シ オン に よっ て MIRE 

し て 召喚 され た 」 特殊 な サー ヴァ ント 。 

シオ ン が ネモ を 幻 霊 と し て 召喚 し た の は 、 た ん に カル デア 式 の 召喚 で は な いた め 、 そ の 成功 率 に 不安 が あっ た か ら 。 = 

つの 英吉 の 霊 基 を 合わ せる 事 で 、 サーヴァント と し て 活動 で きる 霊 基 を 錬成 し た の で ある 。 

その 結果 、 ト リト ン は ネモ の 名 と 記憶 を 持ち 、 彼 に まつ わる [HORA] 潜水艦 ノ ー チ ラス 号 と も 一 体 と な っ た 。 

プ ブ プリ ウス ・ オ ウィ ディ ウス ・ ナ ン 「 変 稀 物 語 ] に て 描か れる 渦巻 き 由 の ラッ パ を 攻撃 機関 と し て 、 水 と 音 を 操っ て みせ る 。 


「FGO 第 2 部 第 三 章 ] か ら 登場 する カル デア 側 の サー ヴァ ント 。 

符 得 海 に 避難 し て いた 錬金術 師 ・ シ オン が 召喚 し た サー ヴァ ント 。 

主人 公 た ちの 使用 する 移動 型 魔術 工房 『 境 界 潜航 艇 シャ ドウ ・ ボ ー ダ ー」 を MAREA Pa + RI —] へ と 強化 
する た め 、 力 を 貸す こと に な る 。 


TO [RE] は 『 人 理保 障 の 旅 ] を 経験 し 、 踏 破 し た 。 そ の 印象 は 世界 に 強く 記録 され 、 以 後 、 幻 霊 で は な く ひ と り の 英 
霊 と し て 成立 し 、 ト リト ン 以 外 の 英霊 と 霊 基 を 重ね る 事 が 多く な る が 、 そ れ は また 別 の 世界 の 物語 で ある 。 


渦巻 き 内 の ラッ パ を モチ ー フ と し た ジェ ッ ト 水 流 キ ャ ノン 。 

砲撃 と し て 放つ 以外 に も 、 水 を 自在 に 操作 する 。 水 の 竜巻 、 水 の 刃 、 水 の 壁 な ど 、 自 由 自 在 。 水 を 放つ の みな ら ず 、 $ 
波 攻 撃 も 可能 。 ラ ッ パ な の で 。 

また 、 シ オン を マス ター に する 事 で 得 た 「 分 割 思考 ] に より 発生 し た 分 身 、 ネ モ ・ シ リー ズ を 使っ て の 作戦 行動 も する 。 
懐 に 忍ばせ た 自動 拳銃 で 成 購 射撃 を 行う が 、 こ れ は シオ ン か ら 譲 り 受け た 攻撃 手段 で ある 。 


〇 因縁 キャ ラ 
シオ ン ・ エ ルト ナム 
最初 の マス ター。 人 魚 使 い が と て も 荒い 。 人 間 の こと を 多く 教え て くれ た 。 
王子 の 記憶 で いっ ぱい の トリ トン に 、「 人 は 悲劇 だ け を 生 お も の で は あり ませ ん 」 と 、 飽 きも せ ず 話 し 続け た 。 シ オン 自 
身 、 そ の 恩恵 を 受け た 事 が な いと いう の に 、 強 く 確 信 す る よう に 。 
イア ソン 
同じ 船長 と し て 、 ム ラッ 気 が 多 いと 思う と ころ が ある が 、 自 分 に は な い 冒 険 心 は 嫌い で は な い 。 
「 昔 は も うち ょ っ と 格好 良かっ た 気 が す る けど …… 海 草 で も 絡ま っ て る ?] 
ドレ イク 
不可 能 を 不可 能 な まま 乗り 越え た 、 輝 か し い 先達 。 
「 飛 び 魚 の よう に 華 麗 で 、 シ ャ チ の よう に 凶暴 な 船長 だ よ 。 敵 に は 回 し た く な いな ] 
黒 器 ン メア リー& ボ ニー/ バ パー ソロ ミュ ー 
BORAT, CWS OISUERITE. 
海 で 僕 と 週 遇 し た 時 は 、 そ れ な り に 反省 し て も ら お う ] 
コロ ン ブ ス 
「 信 念 は 認め る よ 。 け ど 、 行 い は 決し て 認め な い ] 
カイ ニス 
ネモ と し て 思う と ころ は な い が 、 ト リト ン の 魂 は カイ ニス に 苦手 意識 を 持つ 。 
父 の せい で 人 生 を 狂わ され た 英霊 。 申し訳 な い 気持 ち は あ る も の の 、 そ れ と は 別に 、 あ の 荒 っ ぽ さ 、 気性 の 激 し さ は 許 
容 で き な い 。 
ポセイドン 
DASE, NUDES. ASTORGA 
「 愛 が 多い と いう の は 、 と て も 難し い 。 ……: 運命 の 相手 は 、 ひ と り い れ ば 充分 だ と 思う けど ] 


画 ネ モ ・ シ リー ズ 

潜水 艦 の 、 ま し て や 軍艦 の 運行 は ネモ ひと り で は 不可 能 で ある 。 

いずれ ネモ が 自分 の 艦 を 持て 余す 事 に な る と 読ん で いた シオ ン は 、 ネ モ 召 喚 時 に アト ラス 院 の 基本 に し て 秘匿 技能 で あ 
る 「 分 割 思 考 」 を 組み 込ん だ 。 

その 結果 、 ネモ は 自身 の 魔力 を 分 散 する 事 で 「 自 分 と ほぼ 同じ の 、 それ ぞ れ の 役職 に 特 化し た 分 身 ] を 作れ る よう に な っ た 。 
それ が 符 利 海 ド ッ ク で 働く ネ え モ ・ シ リー ズ で ある 。 

ネモ ・ シ リー ズ は 物語 が 進ん で いく と 、 ノ ー チ ラス の スタ ッ フ 、 ス トー ム ボ ー ダ ー の スタ ッ フ と し て 登場 する よう に な る 。 
キャ プ テ ン で ある ネモ を 含め 、 ネ モ シ リー ズ の 男女 比率 は 3:3 で ある 。 


・ ネ モ ・ マ リー ン 

一 人 称 は ボク フ 。 ある い は ボク た ち 。 

も っ と も 数 の 多い シリ ー ズ 。24 人 ほど いる 。 (常勤 12 名 、 予備 役 12 名 ) 

どれ も 同じ 性 格 、 見 た 目 だ が 、 実は それ ぞ れ 少 し ずつ 個体 差 が ある 。 群 体 と し て 活動 する た め 、 複 数 いる 時 は それ ぞ れ 
の 個性 は 隠し て いる 。 

艦内 の 掃除 、 操縦 、 整 備 、 あ ら ゆ る 事 を こなす 労働 力 。 

性 格 は ひたすら 明る く 、 誰 も 憎 ま ず (嫌い は する ) 、 緊 急 時 に は 悲鳴 を あげ つつ 全力 で これ の 解決 に あたる 、 ト リト ン の 
素 の 部 分 が も っ と も 強く 出 て いる シリ ー ズ 。 


・ ネ モ ・ プ ロフ ェ ッ サー 

一 人 称 は 私 。 

男性 を 呼 が 時 は 名 前 に 「 氏 」 を つけ る 。 その あたり で 黒 能 が ちょ っ と 親近 感 を 持っ て いる 。 
船内 に お ける 博士 職 。 解 析 、 計 測 、 作 戦 立案 な ど を 担当 。 

丁寧 口調 だ けど や や ダウ ナー、 ち ょ っ と 不思議 ちゃ ん 。 

挨拶 の 時 、「 は いこ ん に ち は 一 ] と 、「 は い 」 か ら 始ま る 、 気 の 抜け た セリ フ を 言う 。 


・ ネ モ ・ エ ンジ ン 

一 人 称 は アタ シ 。 

機関 部 を 切り 盛り する お や っ さん な ネモ 。 職 人 気質 の 頑固 な 機関 長 。 

ネモ の 中 で も 荒っぽい 部 類 だ が 、 責任 感 の 塊 で あり 、 人 間 た ち へ の 愛 は と て も 強い 。 

朋 内 で も っ と も 危険 で 厳し い 環境 で ある 機関 部 で 指 押 を 執る の は 、 ひ と え に 「 人 間 た ち を 守る た め な ら 」 と いう 、 母 の 愛 
に 似 た 信念 ゆえ 。 

また キャ プ テ ン と は 同格 の 「 自 分 ] で ある た め 、 キ ャ プ テ ン が ドジ を し た ら 役割 を 人 代え る 、 と 本 気 で 思っ て いる 。 人 間 へ 
の 愛 も 強い が 、 ノ ー チ ラス へ の 愛 も 強い 。 

機関 部 は 高温 で あり 、 大 量 の 汗 を か く の で 岩塩 を いつ も 舐め て いる 。 


・ ネ モ ・ ナ ー ス 

優し い お 姉さん 系 ネモ 。 一 人 称 は 私 。 

医療 室 を 担当 。 緊急 時 は 冷静 に 、 冷 役 に 職務 を 遂行 する 。 
普段 は 優し く 目 を 細め て いる が 、 怒 る と 大 きく 目 を 開く 。 

プロ フェ ッ サ ー が ダウ ン し た 時 は 代理 と し て 電算 室 に 入る ほど 理系 。 


・ ネ モ ・ ベ ー カ リー 

あら あら 系 お 姉さん ネモ 。 

一 人 称 は わた し 。 

戦艦 に は か か せな い 食 堂 (バー カリ ー) を と り し きる ネモ 。 

兵士 の 土気 を 維持 する の は 食事 な の で 、 最 終 的 に は この ネモ が 最強 。 

海 の 上 、 周 り は すべ て 機械 、 と いう 厳し い 環境 だ か ら こそ 、 食 堂 は 立派 か も の に し な く て は な ら な い 。 


ボタ ン 10 個 (ひと つ 隠 れ て ます ) 


ベル ト は 腰 あ た り に 引っ 掛け て る だ け で 
いつ も どちら か に 傾い て る 


ハー フ パ ン ツ で す 
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上 着 か な り ブ カブ カ の サイ ズ で す | BORO 
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正面 か ら だ 98 ツ が 
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ポポ WM ツ デビ キン 段階 目 に マン ト 、 金 属 


上 か ら 着 る 


靴 が ほん の 僅か に 厚底 に 


260 


腰 の リン グ 状 の 部 分 

ら 見 る と 円 型 で は な く 少 し だ け 前 後に 潰し た 析 円 
パ 小 さく 厚み の な い 板 
て ある 


261 
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A 
2) 鉄製 の バンド を ボル ト 留 め 
a 


OX ¿A See 


8 
«Dn © হারার 
£ 


居り 回 し て 当て る と 結構 痛い 


補強 フレ ー ム 、 タ ンク 追加 


Comment from Illustrator 


全身 の シル エッ ト は 、 MECH 88817 2 IA (MUM) ACE TUSEFD SROE Ult. 元々 人 魚 設 定 で あ 
つた と ころ か ら 上 下 で 見 た 目 の テ ンション を 変え て お り 、 カ ッ チ リ し た ルッ ク の 上 半身 に 対し て 少々 危う い 感じ の 足元 
に な っ て ます 。 実装 され て みた ら そ ん な コト は 気 に も 留め ず ビ ピシッ と 立っ て そう な 船長 で よかっ た で すね 。 ネモ ・ シ リ 
ー ズ は 同じ 顔 で と の オー ダー の 中 少し ずつ 個性 を 入れ て いく の が 面白 か つた で す 。 ち ょ っ と し た 目元 の 違い や 笑い 方 の 
差 な ど 見 て 頂け れ ば うれ し いで す 。(DANGERDROP) 


海図 や スケ ッ チ に u 
計算 式 な どの メモ が 書か れ て いる 
若干 汚 め 
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Sito 
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FLYRER 
[トリ ファ ス の 記憶 」 
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omment from Illustrator 
この カッ コ が 、 や っ ぱり らし く て イイ で すね ! トゥ リフ ァ ス の 時 より 切り っ ぱな し の パン ツ の 裾 が ほつれ て き て いて 、 
丈 が さら に 短く な っ て いる よう な 、 い な いよ うな ? 猫 チ ャ ン と じゃ れる た びに 爪 で 引っ 掛け られ て ます ます 短く な っ 


て ゆく と の 噂 も 。 す る と ひょっと し て その うち 無く な っ て し まう の で は 2? いい ぞ も っ と や れ 。 GHZ) 


医 


Age クス 
AS 


O (MY NS 
x 


N 


@ 
yy, 


« 


IFA IFER 
[アク ティ ブ ・ セ ー ラ ー」 


Comment from Illustrator 


後 と いう 事 に 。 通 学 中 の 活動 的 な イメ ー ジ で セー ラー 服 に 、 ヘ ッ ド セッ ト は 多目的 ツー ル と いう 想定 で す 。 ウキウキ な 


AC 版 先行 の 制服 姿 に か り ま す 。 実際 は この イラ スト が 一 番 最初 に 出来 上 が っ て いた の に 、 使 われ た の は アプ リ 版 の 最 ভু 
様子 で セー ラー 着 て は し ゃ ぐ 娘 を 見 る 親 視点 と いう か な ん と いう か 、 わ か っ て くれ 。 (下越 ) 


FOR 
「 ヴ ィ ナ ス の シル ク 」 


t from Illustrator 


ロー マ 味 の ある ドレ ス に し た いな ーー と 思っ た ん で す が 、 ア クセ サリ ー に 踊り 子 味 を いれ ちゃ っ た の と 描き 方 の せい で 想 
定 よ り ち ょ っ と エッ チ に な っ て し まっ た の で デザ イン 時 点 で も う 少 し 抑え て も よかっ た か な ーー。 エ ッ チ と きれ いな 感 
じ の 塩梅 難し い … 塗 る と エッ チ す ぎ に な っ た りす る … 学 び が 多い … (ワダ アル コ ) 
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元々 は 4 周年 フェ ス 用 に 描か せ て も ら っ た イラ スト で 、 ま さか が 霊 衣 に し て いた だ ける と は 思っ て お り ま せん で し た の で 
嬉し か っ た で す 。 ハロ ウィ ン が テー マ で パニ ー の 衣装 、 と いう 指定 が あっ た よう な 気 が し ます 。 ち ょ っ と フェ ティ ッ シ 
ュ な パニ ー ガ ー ル を 目指 し まし た が 、 変 に 色気 が 出過ぎ な いよ うに は 気 を つけ まし た 。 う さ ぎ に は 肉 球 が な いら し いで 
す が 、 バ ニー ヤ ン に は ある ん で す 。( リ ヨ ) 


3 


Ll ‘ রা 


「 授 がり し 旅 装 ] 
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comm from | 


何事 も 全力 で 挑む で あろ う 彼 な の で 楽し いと き は と こと ん 楽し ん で ほし いな と 思っ て いま す 。 イ ベン ト 事 の 服装 っ て 簡 
単 な も の に な り が ちな の で いつ も 耐え きれ ず 小 物 を 増やし て し まう 。(pako) 
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Comment from Illustrator 
/ 


4 


今回 は せっ か く の 晴 れ 着 で す の で 、 そ の 分 気合 を 入れ て 表情 差分 を 楽し く 沢山 描か せ て いた だ きま し た 。 細か い 意 匠 に 
も こだわ っ て 描い て お り ま す の で デザ イン も じっくり 楽し ん で いた だ けれ ば 嬉し い 限 り で す 。 (lack) 
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x WEL 
ARR 


Comment from lllustrat 
最初 に 廣 美人 の 人 形 を 持っ て いる 道士 っ ぽい 美 少 女 で 、 と 言わ れ た 時 に 廣 美人 の 人 形 …? と な っ た の を すご く 覚 えて 
WES. 複数 ラフ を 提案 し て 、 武内 先生 に 美少年 に も 見 える この 案 で ! と 言わ れ 、 嬉 し く て 清書 も より 中 性 的 に 見 える 


よう に 描き まし た 。 変わ っ た 髪型 を し て いま す が 、 太極 図 を 顔 で 表現 し よう と 思っ て 四苦八苦 し た 結果 で す 。 黒子 も 。 今 
思っ て いま す 。 (TAKOLEGS) 


で も デザ イン を 褒め て いた だ ける 機会 が 多く て 、 頑 張っ て よかっ た …! 


執筆 中 の 作家 
(サー ヴァ ント ・ サ マー キャ ンプ ) 
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729-034 


| 初期 ラフ | 


見 返り 美人 一 ーー イエ ーー…! 員 オジ デル セン 案 も 出し た ん で す が 正 統 成長 の アニ デル セン に 。 子供 アン デル セン より 
も っ と ダメ そう な 格好 に し た いな 一 と いう こと で 夏 っ ぽい 感じ で か つ パ ジャ マ 感 の ある 仕立 て に し て ます 。 めがね に す 
ぐ ブ ラス コー ド つ ける の は 趣味 で す … 手 当たり 次 第 に や っ て し まう … 上 自重 せよ …l! (ワダ アル コ ) 
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武具 を 殴っ て 打ち 出す と き に 
使用 する 


Comment from Illustrator 


プリ ュ ン ヒル デ と 一 緒 に パカ ンス を 全力 で 楽し ん で いた だ きま し た 。 今回 の 舞台 は 湖畔 の キャ ンプ と いう こと だ っ た の 
で 、 水 着 と いう より アウ トド アス タイ ル と 言っ た 趣 に な っ て お り ま す 。 イベ ント シー ン で めちゃ くち ゃ メガ ネ 光 っ て て 
爆笑 し まし た 。 素手 の ま ま 普 段 通 り に グラ ム を 殴っ て 投稿 し た ら 拳 が ズタズタ に な り そ う だ と 思い 、 ル ー ン の 加護 を 得 
た プラス ナッ クル を 持た せ て み ま し た 。 カ ー ド イラ スト は 水着 の プリ ュ ン ヒル デ の 最終 再臨 絵 と 対 に な る よう に デザ イ 
ン し て いま す 。 (三輪 士郎 ) 


J 山 
白 チ ャ イナ 服 似合い そう こと 思っ て いた の で 、 夏 服 の 機会 を 頂け て 嬉し か っ た で す 。 派手 すぎ な い 上 品 さ を 目指 し て 爽 ড় 
や か な 一 着 に な り ま し た 。 (hou) 


上 着 あ り ・ 正 面 


上 着 あり ・ 背 面 
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上 着 な し ・ 正 面 


Comment from Illustrator 
エク スト ラ CCC の エミ ヤ 私 服 の イメ ー ジ を ペー ス に 、 ソ ロキ ャ ン を 楽し お お 兄さん 、 と いう ぐら い の 塩 梅 を 目指 し て 
デザ イン し まし た 。 途中 、 地 味 すぎ て 頭 抱 えた ん で す が 、 ワ ダ さ ん か ら 「 脇 の ちら 見 せ ! | と いう 熱い 助言 を 頂き 、 Mi x 


খাছ, 


完成 へ と 至り まし た 。 (HAR) 


全体 図 


Ela te ara 777 


カフ ス は 金色 
両面 に あり 
@ In 


2018 年 
エイ プリ ルフ ー ル イラ スト 


CHARACTER Profile 


背面 


背中 の ファ スナ ー は 
スー ツ と 同じ 色 。 


目 の 細 か い ス トッ キン グ 地 ATT 
(透け て ます 。30 デ ニー ル く らい ) 


網 タ イツ は 
11525. 
ひら ひら せ ず 、 網 タイ ツ に 
密着 し て ます 。 


靴 底 は 黒 。 
ヒー ル 前 方 面 も 黒 。 


Comment from Illustrator 


2018 年 エイ プリ ルフ ー ル に 酒 保 カル デア と 称し て (個人 的 ) お ふざけ で 描い た も の が 発端 で 、 す ぐ フ ィ ギ ュ ア 化 の お 話 
を 頂き 、FG 〇 アー ケー ド で の 実装 が 決ま り 、2 年 半 を 経て つい に 本 家 ア プリ に 実装 され る こと に な っ た 霊 衣 で す 。 絶対 
似合う と 思っ て いた の で デザ イン と し て は 奇 を て ら わ ず 、 ご く ご く ノ ー マ ル な バニ ー ス ー ツ で す 。 ケ モン ノ 科 属性 が 付く 
よう で す ぴ びょん 。( こ や まひ ろか ず ) 


D = 8 
> | ০ | 

N a ーー = । 
N 三 Ke 
— \ 


ME) 
(くだ くだ 邪 馬 台 国 ) 
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mment from illustrator 


山南 敬 助 の デザ イン を お 願い し ます 」 と いう お 話 を いた だ いた 時 、 私 っ て 今 夢 を 見 て る ん だ ろう か ? と 宇宙 猫 に な る く 

らい 驚き まし た 。 そし て 、 ゴ ッ ホ ちゃ ん と 同様 に 魂 を 持っ て 行っ て くれ と いう 気持 ち で デザ イン させ て いた だ きま し た 。 
うお うお 。「 新 選 組 の まとも 枠 。 に こ や か で 人 当たり の 良い 感じ だ が 、 切 れ 物 で ある ] と いう コン セプト で し た の で 、 এই 
体 の 雰囲気 が な る べく 上 品 ・ シ ンプ ル に な る よう に し つつ 、 犬歯 (大 好き ) が 失っ て 目立っ て いた り 、 質 の 良い 装飾 品 を 
身 に つけ て いた り 、 変わ っ た デザ イン も 入れ て みた り し た いよ ー と いう 提案 な ど を 武内 先生 や ライ ター の 経験 値 先生 が 


見 事 大 正解 へ と 導い て くだ さい まし た 。 感謝 オン パレ ー ド 。( き ば どり リュ ー) 


CHARACTER Profile 


如何 に も な 悪党 面 、 大 物 感 出過ぎ な いよ うに と の 指定 で デザ イン し て み ま し た 。 回想 シ ー ン で 勾玉 首飾り つけ て いた の 
は 、 外 し た 差分 を 用 意 し て いな か っ た だ け と いう ( 笑 ) 変身 後 の ク コチ ヒコ な の で 、 ホ ラー 物 っ ぽい 見 た 目 と 配 
Bo 頭 に 刺さ っ た 獣 の 刻 で 封印 され た 想定 で す が 、 カ ッ コ イイ か ら 刺し て みた か っ た だ け か も 。( 下 越 ) 
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【 ク コチ ヒコ 詳細 】 

クコ チ ヒ コ は 実体 の 無い 息 霊 。 頭 に 突き 刺さ っ た 、 錆 び た 青 銅 剣 の み 実 体 と し ます 。 
攻撃 時 に は その まま 噛み つき 切り 、 剣 を 引き 抜き 大 振り する 等 に 使い ます 。 

助 骨 も 長く 伸び て 突き 刺し 等 、 攻 撃 に 使用 する 事 も 出来 ます 。 


剣 が 突き 刺さ っ て いま す 。 
> EDEDESIRECMULERMERDBERLTCHEEN. 
; 直 毛 で サラ ッ サ ラ 。 

目玉 を ギョ ロ ギ ョ ロ 動 か す と 不気味 さ が 際立ち ます 。 


RER 
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ARENROFTENEITUET, 
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BREYARTIE-FTY EUTIN 
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AN—YEHHY PF (BAVLELE. ER, AERSRLERESSELTIEI, 


助 骨 を 展開 し た 時 等 、 髪 を 跳ね 上 げ る と 良い か も し れ ま せん 。 
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